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◇男女平等参画都市宣言�
◇非核平和都市宣言�
◇青少年健全育成都市宣言�
◇交通安全都市宣言�

市の宣言�

　

世
界
中
か
ら
多
く
の
応
募
と
閲
覧
を

集
め
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
だ
け

の
展
覧
会
、
『
ア
ー
ト
・
オ
ン
・
ザ
・

ネ
ッ
ト
』
展
。
今
年
は
版
画
美
術
館
の

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
で
、
そ
の
９

年
間
の
歩
み
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

○
会
場　

同
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー

ル○
会
期　

８
月
１
日
（
日
）
〜
８
日

（
日
）
、
８
月
２
日
（
月
）
は
休
館

○
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

※
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
の
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
多
数
の
場

合
、
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
11
７
２
６
・
２
７

７
１

　

銅
版
画
の
代
表
的
な
技
法
の
ひ
と

つ
、
エ
ッ
チ
ン
グ
で
作
品
を
作
り
ま

す
。
版
画
美
術
館
の
施
設
を
使
っ
て
本

格
的
な
制
作
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

○
対
象　

中
学
・
高
校
生

○
期
日　

８
月　

日
（
火
）

２４

○
時
間　

午
前　

時　

分
〜
午
後
４
時

１０

３０

○
会
場　

同
館
版
画
工
房

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１６

○
費
用　

６
０
０
円

○
持
ち
物　

下
絵
、
筆
記
用
具
、
昼
食

ほ
か
（
参
加
者
に
は
別
途
連
絡
し
ま

す
）

○
申
し
込
み　

８
月　

日
ま
で
に
電
話

２０

で
国
際
版
画
美
術
館
普
及
係
（
11
７
２

６
・
２
８
８
９
）
へ
。

（
土
）

○
時
間　

午
前
の
回
＝
午
前　

時
か

１０

ら
、
午
後
の
回
＝
午
後
１
時　

分
か
ら

１５

※
７
日
は
午
前
の
み
。

○
受
付　

当
日
先
着
順
に
整
理
券
を

配
布
。
午
前
の
回
は
午
前
９
時　

分
か

４５

ら
、
午
後
の
回
は
午
後
１
時
か
ら
配
布

予
定
（
１
人
１
枚
）

○
会
場　

同
館
ア
ト
リ
エ

○
定
員　

各
回
８
人
（
１
回　

分
。
午

３５

前
は
５
回
、
午
後
は
６
回
、
２
部
屋
で

　

分
お
き
に
開
催
し
ま
す
）

１５○
費
用　

無
料

□問
 

国
際
版
画
美
術
館
普
及
係
11
７
２
６

・
２
８
８
９

　

日
本
の
具
象
絵
画
を
代
表
す
る
画
家

の
ひ
と
り
相
笠
昌
義
（
あ
い
が
さ
・
ま

さ
よ
し　

１
９
３
９
年
生
ま
れ
）
。
都

会
の
日
常
生
活
を
描
く
彼
の
作
品
は
、

独
創
的
な
主
題
と
卓
越
し
た
デ
ッ
サ
ン

力
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
相
笠

の
画
業
は
油
彩
・
素
描
・
版
画
が
密
接

に
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
本
展
で
は
初
期
か
ら
現
在
ま

で
、
版
画
を
中
心
に
油
彩
・
素
描
も
合

わ
せ
た　

点
に
よ
り
、
そ
の
世
界
を
ご

８０

紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
趣
味
の
昆
虫
採
集
は　

年
に

５０

も
わ
た
り
、
昆
虫
協
会
の
理
事
も
務
め

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
自
慢
の
標
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
も
展
示
し
ま
す
。

○
会
場　

同
館
企
画
展
示
室
１

○
会
期　

７
月　

日
（
土
）
〜
９
月　

３１

２３

日
（
祝
）

※
月
曜
休
館
。
た
だ
し
、
９
月　

日
２０

（
祝
）
は
開
館
、　

日
（
火
）
は
休
館
。

２１

相笠昌義　「ゴリラをみる人Ｂ」
１９７６　リトグラフ

○
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
、　

歳
以
上
の
方
２
０
０
円
、

６５

小
・
中
学
生
無
料

※
初
日
（
７
月　

日
）
は
無
料
。

３１

関
連
催
事

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
】

○
日
時　

８
月
１
日
（
日
）
午
後
１
時

　

分
か
ら
展
示
室
に
て

３０同
時
開
催

版
画
い
ろ
い
ろ
＋
小
特
集

　
　
　

「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ル
オ
ー
」

○
会
場　

同
館
常
設
展
示
室

『
ア
ー
ト
・
オ
ン
・
ザ
・
ネ
ッ
ト

『
ア
ー
ト
・
オ
ン
・
ザ
・
ネ
ッ
ト

＠

ｔ

ｏ

ｋ

ｙ

ｏ

』
展

＠

ｔ

ｏ

ｋ

ｙ

ｏ

』
展

中

高

生

の

た

め

の

中

高

生

の

た

め

の

銅
版
画
教
室（
エ
ッ
チ
ン
グ
）

銅
版
画
教
室（
エ
ッ
チ
ン
グ
）

　

今
年
は
飾
っ
て
・
遊
ん
で
楽
し
い

版
画
に
挑
戦
！

　

お
う
ち
の
方
や
お
友
達
と
美
術
館
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

小
学
生

○
期
日　

８
月
４
日
（
水
）
〜
７
日

つ
く
っ
て
み
よ
う

つ
く
っ
て
み
よ
う
！！

プ
リ
ン
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
リ
ン
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ャ
ー

　少年野球チーム「町田リトルリーグ」が東京連盟夏季
大会で準優勝し、甲子園球場で開催された全日本リトル
リーグ野球選手権大会に２９年ぶり２回目の出場をしまし
た。６月３０日、大会に先立ち、選手と関係者が市長を 
訪問しました。寺田市長から「町田は数々のスポーツが
盛んなところです。スポーツの町代表として頑張って 
きて下さい」と激励を受け、選手達は、日に焼けた笑顔
でこたえていました。
　７月１０日に行われた
１回戦で町田リトルリ
ーグは八千代リーグと
対戦、最後まで頑張り
抜きましたが惜しくも
敗れました。

　市民課駅前連絡所（小田急百貨店３階カリヨン広場側
入口）の開所日が８月から変わります。
○開所日　毎週水～日曜日
○開所時間　午前１０時～午後７時（水～金曜日）、午前
１０時～午後５時（土・日曜日）
○休所日　月・火曜日
　住民票の写し、印鑑登録証明書や戸籍の謄・抄本な
ど、証明書が必要なときにご利用下さい。

□問 市民課駅前連絡所11７３２・０７７７

一
致
す
る
と
考
え
応
募
し
ま
し
た
。
今

回
の
派
遣
先
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
、
青
少

年
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
導
、
指
揮
を

し
、
ま
た
、　

歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち

１０

へ
の
基
礎
的
な
音
楽
教
育
を
行
う
予
定

で
す
。

さ
ら
に
は
国
外
に
も
通
用
す
る
国
際
選

手
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

出
発
に
先
立
ち
、
市
役
所
を
訪
問
し

た
２
人
は
、
寺
田
市
長
か
ら
の
激
励
を

受
け
、
持
麾
さ
ん
は
「
自
分
も
現
地
の

音
楽
を
勉
強
し
、
一
緒
に
曲
を
作
っ
て

発
表
し
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
性
を

生
か
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
作
品
が
で

き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
井
上

さ
ん
は
「
柔
道
の
技
術
や
礼
法
だ
け
で

な
く
、
日
本
の
文
化
、
心
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
ま
た
、
自
分
も
相
手
の
文

化
を
学
び
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
に
お
住
ま
い
の 
持  
麾 
勉
さ
ん
と

も
つ 
ざ
い

井
上
泰
人
さ
ん
の
青
年
海
外
協
力
隊

派
遣
が
決
ま
り
、
研
修
を
終
え
て
そ
れ

ぞ
れ
の
派
遣
先
に
向
け
て
出
発
し
ま
し

た
。

　

持
麾
さ
ん
は
、
音
楽
大
学
で
作
曲
指

揮
を
専
攻
し
そ
の
後
大
学
院
に
も
進
み

ま
し
た
。
海
外
旅
行
を
重
ね
る
う
ち
、

も
っ
と
世
界
を
幅
広
く
知
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
わ
き
、
自
分
の
音
楽
家
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
む
ス
テ
ッ
プ
が

　

井
上
さ
ん
は
中
学
・
高
校
・
大
学
と

柔
道
部
に
所
属
。
静
岡
県
大
学
高
専
柔

道
大
会
優
勝
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
大

学
時
代
に
海
外
で
合
宿
を
し
た
際
、
柔

道
を
通
し
て
言
語
、
宗
教
の
壁
を
越
え

て
人
と
人
を
結
び
つ
け
た
い
と
考
え
た

の
が
応
募
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
今
回

ボ
リ
ビ
ア
に
派
遣
が
決
ま
り
、
現
地
の

柔
道
協
会
で
技
術
指
導
を
行
い
、
国
内

町田リトルリーグの皆さん

結果東 京 都 全 体
で の 得 票 数

町 田 市
での得票数党 派 名候 補 者 名届出順

　５９６，２７２　　１９，７１１　　無所属青島　幸男１
当選　８２７，０９１　　２３，９７０　　公明党沢　ゆうじ２

　１６５，５５１　　 ５，９５５　　無所属上田　哲３
当選　９９１，４７７　　３７，２２８　　民主党小川　敏夫４

　１７６，２８９．６４５ ７，４７４．０１３社会民主党中川　直人５
　３８１，７７１　　１２，６７６　　無所属ますもと　照明６
　４５３，２８７　　１４，３８４　　日本共産党今村　順一郎７

当選　９２４，６４３　　３１，６０６　　民主党蓮舫８
　 １０，４７９　　　 ２９４　　維新政党・新風松村　久義９

当選１，０１４，２９３．３００３２，４６１．９８６自由民主党中川　まさはる１０
　　８，３８２　　　 ２５１　　世界経済共同体党マタヨシ　光雄１１

【今回の選挙で改選される数　４】

 持  麾 勉さん
もつ ざい

井上泰人さん

開　　票　　結　　果

　７月１１日（日）に参議院議員選挙が執行さ
れました。参議院（東京都選出）議員選挙の
投票率・開票結果は表のとおりです。

□問 選挙管理委員会事務局11７２４・２１６８

※小数点以下の得票数は『あん分票』です。あん分とは、「中川（２人）」のように同じ氏や名を持つ
候補者が複数いる場合に、氏や名のみ記載された投票をその候補者の有効票の割合に応じて分ける 
ことで、例えば、候補者町田太郎さんと町田花子さんが７００票と３００票だった場合には「町田」とだけ
書かれた１票は０．７００票と０．３００票にあん分されます。

投　票　率

５８．６２％町　田　市
５６．０８％東京都全体

参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票票結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果



（２） ２００４．７．２１

平成１５年度の各会計ごとの収入額、支出額、差引額は下表のとおりです。

各目的別に市民一人当たりの還元額を示すと次のとおりです。

］人口：４０１，８７５人
２００４年４月１日現在［●市民一人当たりの市税負担額 １５万５，２５５円

●市民一人当たりの還元額  ２７万７，３６５円

市民一人当たりの市税負担額・還元額
　市民の皆さんが納めた税金は、ごみ処理・道路・下水道・公園等の都市基盤整備、児童・高齢者福祉施設や教育文化施設
の整備、防災まちづくり等と様々な事業に使われています。平成１５年度における市税収入額を人口で割ると市民一人当たり
の市税負担額が、一般会計歳出額を人口で割ると市民一人当たりの還元額が算出されます。

市債の状況
　市債とは、都市計画道路・公園・下水道・学校など大規模な
公共施設建設の財源として市が借り入れるお金で、その返済が
長期にわたるものをいいます。 
　こうした施設は長期にわたり利用することができますから、
建設時の市民だけではなく将来の市民にもその経費を負担して
もらうことが、公平でもあるわけです。市債には、このように
積極的な意義を持つ面がありますが、借金であることに変わり
はなく、その運用には十分注意しなければなりません。

将来負担利子見込額元　金　残　高会　　　　計

１０７億７，２８８万円　　７４１億４，１５４万円　　一 般 会 計

１７２億１，７５０万円　　５０７億１，８１６万円　　下水道事業会計

２８億９，１７４万円　　９９億４，７２７万円　　病 院 事 業 会 計

３０８億８，２１２万円　　１，３４８億　６９７万円　　合　 計

（万円未満四捨五入）

一般会計・特別会計の状況

企業会計【病院事業会計】
　平成１５年度の市民病院の利用状況は、入院患者数が対前年度
比２．４％増、外来患者数が対前年度比６．７％減で、料金収入では
２．４％前年を上回りました。 
　費用では前年度の２．６％減で、決算の結果は４億３，６４３万円
の純利益となり、当年度未処分利益剰余金は１１億６，６８１万円と
なりました。

市有財産の状況

利用状況と料金収益 （税抜き）

料 金 収 益患　者　数

５２億７，６７１万円１３０，３０８人入 院

３６億６，５６１万円３２０，１７９人外 来

収入・支出の状況 （税込み）

資本的収支収益的収支

５億８，７１０万円１１１億６，２８５万円収 入 額

１０億７，３４８万円１０７億２，０３４万円支 出 額

（万円未満四捨五入）

差　引　額支　出　額収　入　額会　　　　　計

２３億８，３４０万円１，１１４億６，５９５万円１，１３８億４，９３５万円一 般 会 計

７億　５１７万円２８７億８，２７８万円２９４億８，７９５万円国 民 健 康 保 険 事 業 会 計
　

特

別

会

計　

２億８，５６１万円１１８億１，４６４万円１２１億　 ２５万円下 水 道 事 業 会 計

２９２万円１７億５，６５９万円１７億５，９５１万円忠生土地区画整理事業会計

１，７６２万円２億６，０１１万円２億７，７７３万円駐 車 場 事 業 会 計

１万円２４０億７，８８５万円２４０億７，８８６万円老 人 保 健 医 療 事 業 会 計

２２３万円１２億９，８２１万円１３億　 ４４万円鶴川駅北土地区画整理事業会計

４，１１８万円１４８億２，２８７万円１４８億６，４０５万円介 護 保 険 事 業 会 計

０万円４７億１，０５９万円４７億１，０５９万円受 託 水 道 事 業 会 計

１０億５，４７４万円８７５億２，４６４万円８８５億７，９３８万円小　　　　　　計

３４億３，８１４万円１，９８９億９，０５９万円２，０２４億２，８７３万円合　　　　　　　　計

（万円未満四捨五入）

現在高区　分

４５０万４，２１３．０６㎡土 地

８０万９，８８０．６４㎡建 物

１，１２２．５１㎡物 権

１，４８１台備 品
（取得価格１００万円以上）

１８４億９，３３４万円積 立 金

７，６６０万円有 価 証 券

３４億９，６１８万円出 資 金

８，８３４万円貸 付 金

２４件無 体 財 産 権
（商標権・実用新案権）

議　会　費
１，５１５円

総　務　費
４１，３２６円

民　生　費
９０，０１９円

衛　生　費
２９，７６８円

労　働　費
１７９円

農　林　費
５４８円

商　工　費
１，２３０円

土　木　費
４１，３２０円

消　防　費
１２，０８１円

教　育　費
４０，６１８円

公　債　費
１８，７６１円

　市債とは、都市計画道路・公園・下水道・学校など大規模な
公共施設建設の財源として市が借り入れるお金で、その返済が
長期にわたるものをいいます。 
　こうした施設は長期にわたり利用することができますから、
建設時の市民だけではなく将来の市民にもその経費を負担して
もらうことが、公平でもあるわけです。市債には、このように
積極的な意義を持つ面がありますが、借金であることに変わり
はなく、その運用には十分注意しなければなりません。

市の鳥・カワセミ 市の花・サルビア 市の木・ケヤキ
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　市民の皆さんが納めた税金、国や東京都からの支出金、市債（長

期借入金）などがどのように使われたかを知っていただくために、

市では毎年２回（７月、１２月）財政状況の公表を行っています。今

回は、平成１５年度全期（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日）の

財政状況をお知らせします。 

　お問い合わせは、財政課（11７２４・２１４９）へ。

議 会 費

議会の活動 　　６，９９６万円

総 務 費

市民ホールの管理・運営 ６億９，９９９万円
広報活動 　　８，６１３万円
庁舎の維持管理 ７億７，１６４万円
支所・市民センターの管理・運営 ３億　６９４万円
事務の電算化 １７億６，４８７万円
市民フォーラムの管理・運営 １億４，６４６万円
中規模集会施設の建設補助 　　７，４９４万円

民 生 費

障がい者の援護 ２８億４，３９８万円
障がい者福祉サ－ビス利用者の支援 ２０億３，９７１万円
障がい者福祉施設の整備 １億９，５１９万円
在宅高齢者へのサービス ７億３，１１８万円
高齢者福祉施設の整備 ５億１，５４４万円
児童手当・児童育成手当・児童扶養手当 ３１億５，０５４万円
市立保育園の管理・運営 ６億１，３６４万円
民間保育所の入所・運営 ４６億３，０２８万円
保育園の整備 　　５，７５７万円
学童保育クラブの管理・運営 ３億８，３５１万円
子どもセンター・子どもクラブの管理・運営 　　３，２７７万円
子どもセンター・子どもクラブの整備 １億６，８８３万円
生活保護 ７５億４，３１８万円
国民健康保険事業会計繰出金 ３１億１，４７６万円
老人保健医療事業会計繰出金 １４億６，４２６万円
介護保険事業会計繰出金 ２２億３，６７１万円

衛 生 費

成人健診 １２億２，０８５万円
予防接種 ２億３，４８１万円
緑化の推進 １億９，７５２万円
緑地の保全 ９億６，１７３万円
合併処理浄化槽の整備 ２億２，３９８万円
ごみの収集・処分 ２２億７，６０８万円
ごみの減量・資源化の推進 ８億３，８３０万円
し尿の収集 ２億１，０８２万円
病院事業会計負担金 １６億３，２３３万円

労 働 費

勤労者の福利厚生 　　５，５１８万円

農 林 費

農業の振興 　　７，５８８万円

商 工 費

中小企業の金融対策 １億１，８８７万円
さくら祭りなどの観光事業 　　　９７８万円

土 木 費

私道、狭あい道路などの整備 １億１，９１７万円
道路の維持・補修 ６億１，１３１万円
道路の新設・改良 １３億４，５５６万円
舗装道の改良 　　８，２２１万円
街路灯の新設・維持管理 ２億３，５４４万円
土地の区画整理 ２８億５，４６３万円
まちづくりの促進 １億６，７３０万円
都市計画道路の築造 １７億３，１７３万円
公園及び緑地の整備・管理 １８億９，１７９万円
自転車対策 １億８，６９３万円
違法駐車対策 　　２，６４６万円
下水道事業会計繰出金 ２１億７，８３８万円
市営住宅の整備 １６億　１９３万円

消 防 費

常備消防の都への委託 ４１億２，４７０万円
消防団の運営 １億４，５５２万円
消防施設の整備 ５億１，２２４万円
災害対策 　　７，２６５万円

教 育 費

小学校の維持管理 １４億２，１４６万円
中学校の維持管理 ８億８，３０３万円
障がい学級の運営 ２億１，９１９万円
学校施設の整備（大規模改造・耐震補強など） ２４億６，９６１万円
小学校の新設 ９億２，６３７万円
教育センタ－の整備 １億５，１２６万円
文化施設の管理・運営 １０億４，８４３万円
スポーツ施設の管理・運営 １０億７，５０５万円
文学館の整備 ２億１，０７９万円

公 債 費

市債の償還 ７５億３，９４７万円

※事業費に人件費は含まれておりません

平成１５年度に行われた主な事業（一般会計）

地方税地方税�
６２３億９３００万円�

５４．８％�

地方税�
６２３億９３００万円�

５４．８％�

諸収入�
１９億２２９８万円�

１．７％�

繰越金�
１５億９６５７万円�

１．４％�

都支出金�
９７億９２５２万円�

８．６％�

国庫支出金�
１３４億２６５６万円�

１１．８％�繰入金�
５０億２５７１万円�

４．４％�

地方消費税�
交付金�

３６億９３０３万円�
３．２％�

地方特例交付金�
２８億８３３万円�
２．５％�

地方債�
６０億７７２０万円�

５．３％�

その他�
７１億１３４５万円�

６．３％�

その他�
７１億１３４５万円�

６．３％�

図１　一般会計収入状況

総務費�
１６６億７９３万円�
１４．９％�

民生費�
３６１億７６３３万円�

３２．５％�

衛生費�
１１９億６２９１万円�
１０．７％�

教育費�
１６３億２３３５万円�

１４．６％�

消防費�
４８億５５１１万円�

４．４％�

土木費�
１６６億５５３万円�
１４．９％�

公債費�
７５億３９４７万円�

６．８％�
その他�

１３億９５３２万円�
１．２％�

図２　一般会計支出状況（目的別）

その他�
４６億９４５２万円�

４．２％�
補助費等�

１１１億３６１万円�
１０．０％�

維持補修費�
１１億４７７０万円�

１．０％�

公債費�
７５億３９４７万円�

６．８％�
普通建設事業費�
１３９億２８１６万円�

１２．５％�

物件費�
１６６億２３４６万円�

１４．９％�

人件費人件費�
２４０億７７０５万円�

２１．６％�
うち職員人件費人件費�
２２２億１７８７万円�

１９．９％�（　　　　　　　）（　　　　　　　）�

人件費�
２４０億７７０５万円�

２１．６％�
うち職員人件費�
２２２億１７８７万円�

１９．９％�（　　　　　　　）�

扶助費�
２０８億７４６７万円�

１８．７％�

義務的�
経費�

投資的�
経費�

その他�

繰出金�
１１４億７７３２万円�

１０．３％�

図３　一般会計支出状況（性質別）
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■情報公開請求の状況

※決定件数は、１件の請求に対して複数の区分に決
　定されることがあるため、請求件数とは一致しま
　せん。また（　）内は、取り下げ件数を再掲して
　います。

■公開決定した主な内容
　町田都市計画忠生土地区画整理審議会議事録
　まちづくり調整協議会議事録
　町田市民病院の電気料金計算書
　建築計画概要書
　土地評価基準

■部分公開決定した主な内容
　町田都市計画忠生土地区画整理審議会議事録
　教員の体罰事故について（報告）
　小学校の職員会議録
　住民リスト表閲覧請求書
　特定建設作業実施届出書

■非公開決定した主な内容
　平成１３年度公立小学校統計調査の進路調査票（平
　成１４年３月卒業者のデータ）

■不存在決定した主な内容
　町田市広袴町字○号○○○番地○○の許可申請に
　おける、擁壁のボーリングデータ・地耐力がわか
　るもの
　各筆仮換地明細書（忠生土地区画整理第２工区）

■不服申立ての状況

合計審査請求異議申立て

２０２
（　）内は、取り下げ件数を再掲しています。

～あなたと市政を信頼で結ぶ～
情報公開制度・個人情報保護制度・

会議公開制度
【
請
求
の
受
付
】

　

情
報
公
開
制
度
は
、
市
長
等
の
実
施

機
関
が
保
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
公
文

書
を
請
求
の
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
個
人
生

活
に
関
し
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
、

ま
た
は
識
別
さ
れ
得
る
す
べ
て
の
情
報

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
に
関
す

る
請
求
は
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
窓
口
で
職
員
が
わ
か
り
や
す
く
ご

説
明
し
ま
す
。

　

市
民
の
知
る
権
利
を
保
障
し
た

「
情
報
公
開
制
度
」
と
「
会
議
公

開
制
度
」
。
ま
た
、
市
役
所
で
の

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
自
己

情
報
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
保
障

し
た
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
。

そ
れ
ぞ
れ
、
昨
年
度
（
２
０
０
３

年
４
月
１
日
〜
２
０
０
４
年
３
月

　

日
）
の
運
用
状
況
を
公
表
し
ま

３１す
。

　

２
０
０
３
年
度
は
、
開
発
行
為
や
、

区
画
整
理
事
業
に
関
す
る
も
の
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る
分
野
に
、
多

く
の
請
求
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

忠
生
土
地
区
画
整
理
事
業
の
土
地
評

価
基
準
に
関
す
る
も
の
。
忠
生
土
地
区

画
整
理
審
議
会
や
「
ま
ち
づ
く
り
調
整

協
議
会
」
の
議
事
録
。
ま
た
、
開
発
行

為
に
伴
う
資
料
で
、
大
規
模
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
に
係
る
文
書
の
請
求
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
こ
う
し
た
情
報
公
開
の

手
続
に
よ
ら
な
く
て
も
、
知
り
た
い
情

報
に
つ
い
て
、
各
部
署
の
窓
口
で
公
文

書
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
が
で
き
る
場

合
（
情
報
提
供
）
も
あ
り
ま
す
。
情
報

提
供
は
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
口
頭

で
の
ご
案
内
な
ど
、
様
々
な
方
法
で
行

わ
れ
ま
す
。
各
担
当
課
の
窓
口
で
ご
確

認
下
さ
い
。

　

２
０
０
３
年
度
の
個
人
情
報
開
示
等

の
請
求
は
、　

件
の
開
示
請
求
が
行
わ

５５

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
訂
正
や
消
去

等
、
利
用
等
の
中
止
の
請
求
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

請
求
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
印
鑑
登

録
証
明
書
の
交
付
申
請
書
や
、
住
民
票

写
し
の
交
付
請
求
書
な
ど
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。

　

ま
た
、
市
役
所
で
取
り
扱
う
個
人
情

報
に
つ
い
て
は
、
不
適
切
な
取
扱
い
の

な
い
よ
う
に
、
「
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
運
営
審
議
会
」
で
審
議
さ
れ
、

そ
の
答
申
に
基
づ
く
業
務
登
録
制
度
を

と
っ
て
い
ま
す
。

◇

【
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
運
営
審

議
会
】

　

２
０
０
３
年
度
の
審
議
会
は　

回
開

１２

催
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
情
報
の
業
務
登

録
は
、
２
０
０
４
年
３
月　

日
現
在
で

３１

１
２
４
５
件
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
登
録
に
関
連
し
て
、
目
的
外
利
用
の

登
録
が
６
０
７
５
件
、
外
部
提
供
の
登

録
が
１
６
９
５
件
、
そ
の
ほ
か
個
人
情

報
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
等
が
１
１
７

０
件
、
個
人
情
報
の
外
部
委
託
が
９
４

２
件
、
個
人
情
報
を
外
部
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
結
合
す
る
外
部
結
合
登
録
が
１

件
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
審
議
会
は
、
傍
聴
で
き
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
「
市
政
情
報
や
ま
び

こ
」
（
11
７
２
４
・
８
４
０
７
）
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇

【
不
服
申
立
て
】

　

請
求
に
対
す
る
公
開
・
非
公
開
（
開

示
・
非
開
示
）
等
の
決
定
は
、
情
報
公

開
条
例
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条
例
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
中

に
は
、
条
例
の
適
用
除
外
の
規
定
に
該

当
し
、
非
公
開
・
非
開
示
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
請
求
者
が
そ

の
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

２
０
０
３
年
度
は
、
３
件
の
不
服
申

立
て
が
あ
り
ま
し
た
。
市
民
病
院
の
総

院
長
お
よ
び
担
当
医
の
経
歴
の
わ
か
る

文
書
の
部
分
公
開
決
定
な
ど
に
つ
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

◇

【
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
】

　

実
施
機
関
は
、
不
服
申
立
て
が
あ
っ

た
時
に
は
、
当
初
の
決
定
に
関
し
て
再

検
討
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
当
初
の

決
定
を
変
更
し
な
い
場
合
は
、
す
み
や

か
に
「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審

査
会
」
に
諮
問
を
し
ま
す
。
審
査
会
で

十
分
検
討
を
重
ね
た
答
申
を
尊
重
し

て
、
改
め
て
裁
決
・
決
定
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
２
０
０
３
年
度
の
審
査

会
は　

回
開
催
さ
れ
、
４
件
の
答
申
が

１１

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
行
政
課
題
の
多
様
化
・
専
門

化
に
伴
い
、
各
種
審
議
会
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
政
策
形
成
段
階
か
ら
の
市

民
参
画
を
保
障
し
、
開
か
れ
た
市
政
の

実
現
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ら
の
会
議
を

積
極
的
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
の
公
開
・
非
公
開
を
含
め
て
、

開
催
日
時
、
開
催
場
所
等
は
、
当
該
会

議
開
催
の
一
週
間
前
ま
で
に
、
市
役
所

お
よ
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
告
示
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
「
市
政
情
報
や
ま
び

こ
」
で
も
掲
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
、
傍
聴
で
き
る
会
議
は
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
も
案
内
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
会
議
の
開
催
結
果
と
資
料

は
「
市
政
情
報
や
ま
び
こ
」
に
備
え
て

あ
り
ま
す
の
で
後
で
閲
覧
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
２
０
０
３
年
度
は
、
前
掲
の

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
運
営
審
議

会
の
ほ
か
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策

定
の
た
め
の
長
期
計
画
審
議
会
や
、
新

庁
舎
に
つ
い
て
検
討
し
た
庁
舎
問
題
検

討
委
員
会
な
ど
、　

種
の
会
議
が
開
催

６６

さ
れ
ま
し
た
。

　「市政情報やまびこ」では、町田市の行政資料のほか、他の自治体
の資料、自治・行政に関する雑誌や一般書籍などをそろえており、こ
れらの資料を閲覧利用することができます。また、資料のコピーサー
ビス（有料）も行っていますのでどうぞご利用下さい。
　お問い合わせは、市政情報課（市政情報やまびこ）へ
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■個人情報の登録状況（２００４年３月３１日現在）
　町田市では個人情報登録制度により、業務ごとに
　個人情報の利用を登録管理しています。

■個人情報開示等請求の状況

※決定件数は、１件の請求に対して複数の区分に決
　定されることがあるため、請求件数とは一致しま
　せん。また（　）内は、取り下げ件数を再掲して
　います。
　２００３年度は、全て開示請求でした。

■開示決定した主な内容
　特定期間の住民票写し等交付請求書
　特定期間の戸籍証明書等交付請求書
　特定期間の印鑑登録証明書交付申請書

■部分開示決定した主な内容
　特定期間の住民票写し等交付請求書

■不存在決定した主な内容
　特定期間の住民票写し等交付請求書
　特定期間の印鑑登録証明書交付申請書

■不服申立ての状況

　（　）内は、取り下げ件数を再掲しています。

１，２４５業務の登録件数
６，０７５目的外利用の登録件数
１，６９５外部提供の登録件数
１，１７０コンピュータ処理等の登録件数

１外部結合の登録件数
９４２外部委託の登録件数

合計審査請求異議申立て
１（１）０１（１）

個人情報保護制度の運用状況情報公開制度の運用状況

合計
決 定 区 分 別 件 数

公開請求
の件数 存否応

答拒否不存在非公開部分
公開公開

６３０６４３７１６５６
（４）

■会議公開の状況

※対象とする会議の数は、一つの会議が複数の公開
　区分に該当することがあるため、区分の合計とは
　一致しないことがあります。

■公開した主な会議　　　（開催回数　傍聴者数）
　長期計画審議会　　　　　　　　　　　１２回６４人
　行政評価委員会　　　　　　　　　　　２回２人
　庁舎問題検討委員会 　　　　　　　　１４回１６６人
　情報公開 ･個人情報保護運営審議会　　１２回５人
　男女平等参画協議会　　　　　　　　　５回４２人
　男女平等推進センター運営委員会　　　１２回１人
　福祉のまちづくり推進協議会　　　　　２回１人
　介護保険事業計画審議会　　　　　　　１回１０人
　介護認定審査会 　　　　　　　　　　４４８回２人
　子どもマスタープラン審議会　　　　　２回１０人
　子どもセンターばあん運営委員会　　　３回２人
　環境審議会　　　　　　　　　　　　　６回１６人
　廃棄物減量等審議会　　　　　　　　　１３回５７人
　都市計画審議会　　　　　　　　　　　５回１７人
　建築審査会　　　　　　　　　　　　　１回３９人
　文化財保護審議会　　　　　　　　　　１１回０人
　図書館協議会　　　　　　　　　　　　１１回１人
　公民館運営審議会　　　　　　　　　　１２回０人

■一部公開した主な会議　（開催回数　傍聴者数）
　建築審査会　　　　　　　　　　　　　３回０人

■非公開とした主な会議　　　　　　（開催回数）
　情報公開 ･個人情報保護審査会　　　　　　１１回
　民生委員推薦会　　　　　　　　　　　　　３回
　建築審査会　　　　　　　　　　　　　　　９回

合計非公開一部
公開公開区分

　６６　１５　　２　５７対象となる
会議の数

７５２　６３　　６６８３開催回数

５３２　　０　　２５３０傍聴者数

会議公開制度の運用状況

町田市基本構想・基本計画　　　　　　　　 ５００円
主要な実施計画事業（２００４－２００６）　　　　 １００円
団地白書２１　　　　　　　　　　　　　　 １，３００円
町田市庁舎問題検討委員会報告書（基本的方向につ
いて）　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５００円
町田市情報化推進計画（改訂版）　　　　　 ２００円
戦争時代の体験記（平和ブック４～６）　 各２００円
市勢要覧（４５周年記念誌）　　　　　　　 ２，０００円
予算書（２００４年度当初）　　　　　　　　 ３，１００円
２０００年記念ビデオＶＨＳ版　　　　　　　 １，０００円
町田市統計書（２００３年刊行）　　　　　　　 ７００円
町田市男女平等推進計画　　　　　　　　　 ５００円
町田市福祉のまちづくり総合推進条例整備基準等マ
ニュアル　　　　　　　　　　　　　　　 ２，０００円
まちだの健康福祉（２００３年度版）　　　　　 ３００円
町田市障害者計画　　　　　　　　　　　　 ２００円
高齢社会総合計画（第２次改定版）　　　　 ６００円
境川流域散策絵図　　　　　　　　　　　　 ３００円
町田市保健医療計画　　　　　　　　　　　 ７００円
町田市環境マスタープラン　　　　　　　 １，４００円
町田市環境白書２００３　　　　　　　　　　　 ６００円
都市計画マスタープラン　　　　　　　　 ２，０００円
町田市緑の基本計画　　　　　　　　　　 １，０００円
まちだエコプラン　　　　　　　　　　　 １，０００円
町田の公園とみどりガイド　　　　　　　　 ５００円
宅地造成の手引　　　　　　　　　　　　 １，０００円
宅地開発に伴う公園緑地設置基準　　　　　 ５００円
都市計画図（１／２００００）　　　　　　　　 １，０００円
町田市全図（１／２００００）　　　　　　　　　 ３００円
町田市北部 ･南部 ･西部図面（１／１００００） 各３００円
住宅団地分布図　　　　　　　　　　　　 １，０００円
田端遺跡（ＣＤ－Ｒ付）　　　　　　　　 ２，０００円
町田の民話と伝承第１・２集 　　　　　　各５００円
町田の伝承こどもの遊び　　　　　　　　　 ３００円
町田の伝承町田の方言と俗言・俗謡　　　　 ５００円
町田の歴史をたどる　　　　　　　　　　　 ５００円
自由民権１７　　　　　　　　　　　　　　　 ５００円
多摩／ＴＡＭＡ（民権ブックス１７）　　　　 ５００円
翻刻　筑井紀行　　　　　　　　　　　　　 ３００円
町田市と遠藤周作　　　　　　　　　　　　 ３００円
下水道設計指針　　　　　　　　　　　　 ２，０００円
下水道関係例規集・排水設備指針　　　　 １，２００円

販売している主な刊行物

個
人
情
報
保
護
制
度

会
議
公
開
制
度

情
報
公
開
制
度

合計
決 定 区 分 別 件 数開　示

請求の
件　数 請求却下不存在非開示部分開示開示

６２１２５０１０２６５５
（１）



２００４．７．２１ （５）

市役所国保年金課
または各市民センター第１号被保険者

勤務先の会社等第２号被保険者

配偶者の勤務先の会社等第３号被保険者

老齢基礎年金等の請求の手続き・相談

必要なときに必要な手続きを
あなたの暮らしを支える

国国 民 年 金民 年 金
申請窓口必要な手続き

市役所国保年金課
または

各 市 民 セ ン タ ー

厚生年金や共済組合に加入していない方や学
生は、加入手続きが必要です。

２０ 歳 に
な っ た と き

市役所国保年金課
または

各 市 民 セ ン タ ー

厚生年金等に加入していた方が、退職したと
きは第１号被保険者への変更手続きが必要で
す。

会 社 な ど を
退職したとき

配偶者の勤務先の会社
または

共 済 組 合

厚生年金等に加入している配偶者の扶養（第
３号被保険者）になったときは、健康保険の
届出と一緒に勤務先の会社または共済組合へ
届出することになります。

配偶者の扶養
（第３号被保険者）
になったとき

市役所国保年金課
または

各 市 民 セ ン タ ー

収入が増えたり、離婚等により配偶者の扶養
（第３号被保険者）でなくなったときは、第
１号被保険者への変更手続きが必要です。

配偶者の扶養（第
３号被保険者）で
なくなったとき

市 役所国保年金課
または

各 市 民 セ ン タ ー

厚生年金等に加入していた配偶者が退職した
ときは、扶養されていた方（第３号被保険
者）も第１号被保険者への変更手続きが必要
です。

配 偶 者 が
退職したとき

配偶者の勤務先の会社
または

共 済 組 合

引き続き配偶者の扶養（第３号被保険者）に
なるときは、健康保険の届出と一緒に新しい
勤務先の会社または共済組合へ届出すること
になります。

配 偶 者 が
転職したとき

※すべての年金は、受け取れる資格があっても、本人の請求がなければ支給されません。

市 役 所 国 保 年 金 課
または

各 市 民 セ ン タ ー

・国民年金第２号、第３号被保険者期間がなく、第１号被保
険者期間のみで受給権のある方の老齢基礎年金

市 役 所 国 保 年 金 課・国民年金第１号被保険者期間に初診日のある方の障害基礎
年金

八王子社会保険事務所
または

町田年金相談センター
（下図参照）

・国民年金第３号被保険者期間のある方、厚生年金等に加入
していた期間のある方（退職時に精算した方も含む）の老
齢基礎年金
・国民年金第３号被保険者期間に初診日のある方の障害基礎
年金

　前年の所得（収入）が少なく（一定の基準があります）、保険料を納めるのが困
難なときには、保険料免除制度があります。
　免除には保険料の全額免除と半額免除制度があります。
　申請は国保年金課もしくはお近くの市民センターで手続きできます。認め印と年
金手帳をお持ちの上おいで下さい（平成１６年１月２日以降に町田市へ転入した方
は、前年所得の確認できる書類も必要です）。
　承認されると、年金の受給資格期間に計算されます。ただし、半額免除の承認を
受けた期間は、半額保険料を納付しない限り未納期間となりますのでご注意下さ
い。
　なお、老齢基礎年金額に関しては、全額免除承認期間は保険料を全額納めた場合
の３分の１、半額免除承認期間は全額納めた場合の３分の２として計算されます。
　また、平成１５年度の免除が承認された方は平成１６年６月分までが対象となってい
ます。今後も免除を希望される方は、再度申請が必要です。申請のあった月の前月
分からが免除対象期間となりますので、お早めに申請をお願いします。

　大学、専門学校等の学生で本人の前年中の所得が６８万円（年収約１３３万円）以下の
場合、申請して承認されれば保険料納付が猶予される「学生納付特例制度」があり
ます。
　申請は、市役所国保年金課もしくはお近くの市民センターで手続きできます。学
生証または在学証明書と認め印をお持ち下さい。郵送でも受け付けています。郵送
の場合は、学生証の写しか在学証明書を記入済の申請書と同封し、国保年金課国民
年金係までお送り下さい。申請書は町田市ホームページからもダウンロードできます。
　学生納付特例の承認期間は、受給資格期間に含まれますが、受給額には反映しま
せん。ただし、承認されて１０年以内であればさかのぼって納めることができます。
　なお、学生とは、学校教育法に規定する大学、短期大学、大学院、高等専門学
校、専修学校等の学生をいい、海外の大学は除きます。
　また、平成１５年度の納付特例が承認された方で、１６年度も納付特例を希望される
方は、再度申請が必要となっていますので、お早めに申請して下さい。
　特例は申請のあった月の前月分から承認され、承認されない期間は保険料を納め
なくてはならない期間になります。申請忘れのないよう、ご注意下さい。

　平成１６年度の保険料額は定額で、１か月１万３３００円です。国民年金保険料納付
案内書（納付書）を使って、最寄りの金融機関・郵便局等で納めて下さい。市役
所や各市民センターの窓口では納めることができませんし、納付書の発行もでき
ません。納付書を紛失してしまった際には、八王子社会保険事務所にお問い合わ
せ下さい。
　また、口座振替をご希望の場合は、直接、金融機関・郵便局等で、手続きをし
て下さい。こちらのお問い合わせも八王子社会保険事務所まで。

□問 八王子社会保険事務所11０４２６・２６・３５１１

相模原市�

　再交付することができます。ただし、被保険
者の種類により手続き先が異なりますのでご注
意下さい。

　ご自身の年金の加入記録を確認したい場合に
は、年金手帳を持参して町田年金相談センター
を直接訪ねるか、八王子社会保険事務所にお問
い合わせをして下さい。

自営業・学生・農林業
・フリーター・無職の
人など。

厚生年金や共済組合に
加入している会社員や
公務員など。

第２号被保険者に扶養
されている妻または
夫。

学生納付特例制度があります学生納付特例制度があります

保険料の納付方法は保険料の納付方法は

○日　時　７月２４日（土）午後６時～９時（宵宮）、
　　　　　　　２５日（日）午後３時～１０時（本宮）
○会　場　上溝商店街通り
〈交通案内〉
・ＪＲ横浜線相模原・淵野辺駅から、上溝駅行きバ
スで、上溝駅下車
・ＪＲ相模線上溝駅下車
□問 相模原市商業観光課11７６９・８２３６

　上溝駅前の商店街通りで行われるこの祭りは、郷
土に古くから伝わる 御  輿 が各町内から商店街通りに

み こし

集まります。夜には歩行者天国となり、御輿２３基や
 山  車 ７台が街を勇壮にねり歩き、観客をまつり気分
だ し

に酔わせてくれます。

年金の加入記録を年金の加入記録を
確認するには確認するには

年金手帳をなくしてしまったら年金手帳をなくしてしまったら

第１号被保険者 第２号被保険者 第３号被保険者

　私たちは、誰でも必ず年をとります。また、病気やけがで障がい
を負ってしまうこともあるかもしれません。
　年金制度は、高齢や障がいによって働けなくなったり、働き手を
失ったときに所得保証を行う仕組みで、世代と世代を支え合う制度
です。
　そのうち、国民年金は、自営業者・自由業者や２０歳以上の学生な
どが加入し、一人ひとりが共通の基礎年金を受けられるように国が
運営しています。

□問 国保年金課国民年金係11７２４・２１２７

保険料免除制度があります保険料免除制度があります

　厚生年金・国民年金に関する受給相談、請求
手続き、加入記録の確認、年金額の試算、年金
受給者あて通知の再発行等

年金相談センターの業務内容年金相談センターの業務内容
　保険料の収納、納付書の再発行、厚生年金・
国民年金に関する受給相談、請求手続き、加入
記録の確認、年金額の試算、年金受給者あて通
知の再発行等

社会保険事務所の業務内容社会保険事務所の業務内容

八 王 子 社 会 保 険 事 務 所
〒１９４－００７５
　八王子市南新町４－１　11０４２６・２６・３５１１
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町 田 年 金 相 談 セ ン タ ー
〒１９４－００２２
　町田市森野１－１５－１３　日商パリオビル５階
　受付時間：平日の午前９時１５分から午後４時まで
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ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
洗
っ
て
、
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
か
ら
回
収
に
出
し
て
ね
！

２００４．７．２１ （７）

□問
 

ご
み
減
量
課
11
７
９
７
・ 
０  
５  
３  
０ 

ご 

み 

ゼ 

ロ

　

セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
賛
同
し
、　

歳
６０

以
上
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
毎

月
１
回
入
会
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 会

員
に
な
る
た
め

会
員
に
な
る
た
め

に
は
に
は

　

雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
で
就
業
保

障
・
お
金
の
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

働
く
（
就
業
）
こ
と
に
よ
り
実
績
に
応

じ
て
配
分
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
、
電
話
を
お
か
け
下
さ
い
。
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
公
益
的
、

公
共
的
な
団
体
で
あ
り
、
責
任
を
持
っ

て
仕
事
を
お
引
き
受
け
し
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
人
材
派
遣
で

は
な
く
、
ま
た
、
依
頼
主
と
仕
事
に
つ

く
会
員
と
の
間
に
雇
用
関
係
は
発
生
し

ま
せ
ん
。
な
お
、
危
険
・
有
害
な
仕
事

は
お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和　

年
３

５５

月
６
日
に
発
足
し
、
今
年
で
創
立　

周
年
を
迎
え
ま

２５

す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、　

歳
以
上
の
働
く
意
欲
を
持
っ

６０

た
元
気
な
方
を
構
成
員
と
し
、
一
般
家
庭
・
事
業
所
・

官
公
庁
か
ら
の
仕
事
を
請
負
い
、
会
員
の
希
望
に
沿
っ

た
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
会

員
は
、
豊
か
な
経
験
と
知
識
で
、
お
互
い
に
協
力
し
助

け
合
っ
て
成
し
遂
げ
る
と
い
う
「
共
働
・
共
助
」
の
理

念
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

▲町内会での刃物研ぎ

会会
員員
のの
就就
業業
とと

配配
分分
金金

知
識
と
経
験
を
い
か
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
な
仕
事

●
技
術
を
必
要
と
す
る
分
野

・
ふ
す
ま
張
り

・
大
工
仕
事

・
ペ
ン
キ
塗
り

・
植
木
手
入
れ

・
和
洋
裁
等

地地
域域
社社
会会
にに
密密
着着
しし
たた

活活
動動
をを
しし
てて
いい
まま
すす

　

町
田
市
内
の
公
園
に
（
除
草
４
３
１

か
所
、
清
掃
１
７
５
か
所
）
昨
年
延
べ

７
４
４
７
人
の
会
員
が
就
業
し
ま
し

た
。

　

町
田
市
内　

か
所
の
町
内
会
や
団
地

６１

の
集
会
場
を
お
借
り
し
て
刃
物
研
ぎ
を

実
施
、
ま
た
月
初
に
は
セ
ン
タ
ー
で
も

実
施
。困ったときには、

まずシルバー人材
センターへお電話
をおかけ下さい。

11７２３・２１４７

●
ご
家
庭
の
お
手
伝
い
（
家
事
援
助
）

●
屋
内
外
の
一
般
作
業

・
公
園
清
掃

・
除
草
、
草
刈

・
包
装
等

●
管
理
の
分
野

・
施
設
管
理

・
物
品
管
理

・
駐
車
場
管
理

・
自
転
車
管
理

●
そ
の
他

・
あ
て
名
書
き

・
賞
状
書
き

・
受
付
事
務

・
紙
す
き

　

今
、
警
察
署
等
で
一
番
多
い
相
談

は
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
書
が
送
ら

れ
て
く
る
「
架
空
請
求
」
で
す
。

【
請
求
の
方
法
】

●
は
が
き
で
の
請
求

　

「
債
権
取
り
立
て
」
「
最
終
通
告
お

支
払
い
の
お
願
い
」
等
の
表
題
で
ア
ダ

ル
ト
グ
ッ
ズ
サ
イ
ト
利
用
に
対
す
る
料

金
請
求
を
内
容
と
す
る
文
書
等
が
印
刷

さ
れ
、
振
込
み
先
銀
行
口
座
を
指
定
し

２
万
か
ら
数　

万
円
を
請
求
す
る
も
の

１０

で
す
。
最
近
シ
ー
ル
を
は
が
す
圧
着
式

の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

●
封
書
で
の
請
求

　

現
金
を
要
求
す
る
旨
と
現
金
書
留
を

同
封
し
た
封
書
を
送
り
つ
け
る
も
の
で

す
。

●
メ
ー
ル
で
の
請
求

　

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
「
有
料
サ

イ
ト
の
閲
覧
料
金
請
求
書
」
と
い
っ
た

メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
て
く
る
も
の
で

す
。
最
近
、
架
空
の
弁
護
士
や
法
律
事

務
所
等
の
名
を
か
た
り
、
債
務
整
理
を

装
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

・
身
に
覚
え
の
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、

支
払
う
必
要
が
な
い
の
で
請
求
に
応
じ

な
い
。

・
請
求
者
に
対
し
、
絶
対
に
個
人
情
報

（
氏
名
、
生
年
月
日
）
等
を
教
え
な

い
。

・
不
審
な
メ
ー
ル
は
開
か
な
い
、
返
信

し
な
い
。

・
毅
然
と
し
た
態
度
で
拒
否
し
、
一
切

の
請
求
は
無
視
、
相
手
に
連
絡
を
と
ら

な
い
。

・
業
者
が
押
し
か
け
て
来
た
り
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
緊
急
の
場
合
は
、
一
一
〇
番
す
る
。

ピ
ー
ポ
く
ん町

田
情
報

安
全
対
策
課
11
７
０
９
・
０
６
３
５

町
田
警
察
署
11
７
２
２
・
０
１
１
０

　

今
年
に
入
っ
て
小
学
生
に
対
す
る

「
声
か
け
連
れ
去
り
容
疑
事
案
」
は　
１１

件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
５
件

は
、
子
ど
も
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し

て
事
な
き
を
得
て
い
ま
す
（
痴
漢
防
止

に
も
大
変
有
効
で
す
）
。

　

夏
休
み
を
前
に
、
お
子
さ
ん
に
は
防

犯
ブ
ザ
ー
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
特

に
小
さ
い
お
子
さ
ん
に
は
、
「
よ
い
子

の
約
束
」
を
繰
り
返
し
教
え
て
下
さ

い
。

仕
事
を
依
頼
す
る
に
は

仕
事
を
依
頼
す
る
に
は

　
http://www.bb.wakwak.com/̃machida-schttp://www.bb.wakwak.com/̃machida-sc
森野森野１－１１－１－１５わ－１５ わくわくプラザ町田内くわくプラザ町田内
会会員数員数
男 性２男　性 ２，，６６０人・女 性６６０人・女　性 ９４５人９４５人
合 計合　計 ３３，，６０５人６０５人（（７月１日７月１日現在）現在）

家 
の 
中

●
食
事
作
り

●
風
呂
掃
除

●
買
い
物　
　

●
掃
除

●
洗
濯

●
片
付
け

●
窓
拭
き　

●
電
球
等
取
替

●
換
気
扇
の
掃
除

家 
の 
外

●
散
歩
の
介
助

●
趣
味
の
お
相
手

●
庭
木
の
水
や
り

●
除
草

●
専
門
技
術
の
分
野

・
経
理
事
務

・
補
習
教
室

・
各
種
講
師

・
パ
ソ
コ
ン
操
作
等

・
絵
手
紙
等

●仕事の発注
●契約金の
　支払

●配分金の
　支払

●希望する
　職種の登録

●仕事の受注
●契約内容の
　履行

就業

●
サ
ー
ビ
ス
の
分
野

・
食
事
の
支
度

・
通
院
の
付
き
添
い

・
話
し
相
手
な
ど
の
福
祉
、

　

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
等

【
ご
意
見
・
ご
要
望
】

　

小
学
生
も
高
学
年
に
な
れ
ば
い
じ
め

の
問
題
な
ど
難
し
い
年
代
に
な
り
ま

す
。
少
人
数
制
学
級
で
あ
れ
ば
先
生
の

目
も
よ
く
届
き
、
子
ど
も
も
質
問
な
ど

し
易
い
よ
う
で
す
。
ま
し
て
新
１
年
生

が
少
人
数
が
い
い
の
は
先
生
の
負
担
や

　

広
報
広
聴
課
広
聴
係
（
市
民
相
談
室
）
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
市
政
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
「
市
長
へ
の
手
紙
」
や
「
要
望
」
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

２
０
０
３
年
度
下
半
期
（　

月
〜
３
月
）
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た

１０

「
市
長
へ
の
手
紙
」
と
「
要
望
」
は
７
９
８
件
で
し
た
。
前
年
同

期
と
比
較
し
て　

件
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

８７

市
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要

市
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・
ご
要

望
と
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す

望
と
そ
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す

子
ど
も
の
心
理
を
考
え
て
も
分
か
り
切

っ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で
少

人
数
制
学
級
の
要
望
を
か
な
え
て
下
さ

い
。

【
回
答
】

　

少
人
数
制
学
級
に
つ
い
て
は
小
・
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
か
ら
も
ご

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

少
人
数
学
級
を
実
施
し
た
場
合
、
経

費
は
市
負
担
と
な
り
、
市
独
自
で
実
施

す
る
に
は
、
財
政
上
困
難
な
状
況
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
学
級
編
成
は
義
務
教
育

の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
基
本
的

に
国
や
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
実
施
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
ご
意
見
・
ご
要
望
】　

　

市
役
所
に
出
向
い
て
納
税
し
に
行
き

ま
し
た
。
納
付
書
と
現
金
以
外
に
金
融

機
関
で
の
納
付
時
に
記
入
す
る
用
紙
に

も
記
入
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
市
役
所
に
納
税
に
行
っ
て
金
融

機
関
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
市
役
所
の
各

種
証
明
書
等
の
出
納
業
務
は
金
融
機
関

で
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。

【
回
答
】

　

地
方
公
共
団
体
の
公
金
の
収
納
又
は

支
払
い
事
務
の
取
扱
い
は
、
昭
和　

年
３８

の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
指
定
金

融
機
関
制
度
が
採
用
さ
れ
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
法
第
２
３
５
条
第
２
項
に

よ
り
、
「
市
町
村
は
、
政
令
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
金
融
機
関
を
指
定
し
て

市
町
村
の
公
金
の
収
納
又
は
支
払
の
事

務
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
し
て
あ
り
、
町
田
市
に
お
い
て

も
指
定
金
融
機
関
を
し
て
公
金
の
収
納

又
は
支
払
い
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第

１
６
８
条
第
４
項
に
よ
り
、
収
納
事
務

の
一
部
を
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
収

納
代
理
金
融
機
関
（
市
内
の
金
融
機
関

の
大
部
分
）
等
を
設
置
し
、
市
民
等
の

皆
様
が
で
き
る
だ
け
簡
便
に
公
金
の
支

払
い
等
が
で
き
る
よ
う
利
便
性
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
と
指
定
金
融
機
関
と

の
関
係
は
、
効
率
的
で
安
全
な
出
納
事

務
の
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
金
融
会

計
事
務
の
専
門
家
た
る
金
融
機
関
に
公

金
の
収
納
と
支
払
い
を
取
り
扱
わ
せ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
役
所
だ
け
で

は
な
く
指
定
金
融
機
関
・
収
納
代
理
金

融
機
関
等
で
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で
の
納
付
や

パ
ソ
コ
ン
等
に
よ
り
自
宅
か
ら
納
付
が

で
き
る
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
等
の
方
法

も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
ご
意
見
・
ご
要
望
】

　

ア
パ
ー
ト
の
所
有
者
が
遠
方
の
方
な

の
で
気
に
な
ら
な
い
よ
う
で
す
が
ア
パ

ー
ト
の
壁
面
の
落
書
き
が
ひ
ど
い
状
態

で
す
。
市
役
所
の
方
で
所
有
者
に
連
絡

を
取
っ
て
も
ら
い
、
落
書
き
消
し
を
依

頼
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
補
助
が
出
る
と
助
か
り
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
落
書
き
禁
止
の
掲
示
板

だ
け
で
も
掲
示
の
許
可
を
取
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
時
間
が
合

え
ば
、
落
書
き
消
し
等
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
落
書
き
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
落
書
き
し
て
も
捕
ま
ら
な
い
、
消

さ
れ
な
い
の
や
り
放
題
は
許
さ
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。
住
宅
街
は
商
店
街
と
異

な
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
等
の

対
処
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　

美
し
い
町
田
の
住
宅
街
を
取
り
戻
す

た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

【
回
答
】

　

具
体
的
な
処
理
方
法
と
し
て
、
い
く

つ
か
の
ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
市
か
ら
建
物
の
オ
ー
ナ
ー
に
対
し

て
、
落
書
き
消
去
の
依
頼
や
指
導
を
行

う
こ
と
は
、
権
限
の
範
囲
を
超
え
る
も

の
で
す
。
ま
た
、
落
書
き
禁
止
の
看
板

に
つ
い
て
も
、
書
く
方
は
分
か
っ
て
い

て
書
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
効
果
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
度
の
予
算
で
自

１６

治
会
・
町
内
会
を
対
象
に
、
落
書
き
消

し
の
た
め
の
道
具
や
溶
剤
の
購
入
費

を
、
補
助
金
と
い
う
か
た
ち
で
支
給
す

べ
く
そ
の
準
備
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

申
請
の
方
法
・
時
期
等
に
つ
い
て
は
４

月
以
降
の
「
広
報
ま
ち
だ
」
に
掲
載
を

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
の
際
は
ぜ
ひ
、
町
内
会
や
地
域
の

皆
様
の
お
力
で
落
書
き
を
な
く
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
、
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。　

※
当
該
予
算
が
承
認
さ
れ
補
助
金
の
支

給
に
関
し
て
４
月　

日
号
の
「
広
報
ま

２１

ち
だ
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

件
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
は
安
全
対
策

課
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７
０
９
・
０
６
３
５
へ
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たくさんのご意見・ご要望
をお待ちしています

　「市長への手紙」は、専用ハガキを
市の施設に用意しています。また、Ｆ
ＡＸ（７２４・５１１１）、町田市ホームペ
ージ（http://www.city.machida.tokyo.
jp）上や電子メール（tegami_m@city.
machida.tokyo.jp）でも受け付けてい
ます。どうぞご利用下さい。
　「要望」は、市政に対するご意見を
文書で受け付けています。書式は問い
ませんが、町田市長あてでお願いしま
す。
※第三者の個人情報、誹謗中傷は送付
・送信しないで下さい。
□問 広報広聴課広聴係（市民相談室）
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「市長への手紙」と「要望」の受付件数の変遷�
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消費生活センターから

「
町
田
の
マ

チ
コ
」
で
す

２２００００３３年年度度のの
消消費費生生活活相相談談

　

２
０
０
３
年
度
の
消
費
生
活
相
談
件

数
は
急
増
し
、
総
数
は
５
１
９
１
件
、

昨
年
度
よ
り
１
４
４
２
件
増
で
す
。
原

因
は
い
わ
ゆ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

の
増
加
で
、
全
国
的
な
傾
向
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
食
品
の
安
全
や
名
簿
情

報
流
出
事
件
等
の
消
費
者
問
題
が
ニ
ュ

ー
ス
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
、
契
約
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。
特
に
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
電
話
に
関
連
し
た
相
談
が
目
立

ち
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
近
く
の
旅
行
会

社
が
倒
産
し
、
旅
行
代
金
の
返
金
相
談

が
急
増
し
ま
し
た
。

主
な
相
談
の
傾
向
、
事
例

【
不
当
請
求
・
架
空
請
求
が
急
増
】

　

「
有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
が
未
納
と

い
う
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
」
、
「
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
に
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
料
金

の
請
求
が
来
た
」
等
の
相
談
が
急
増
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
身
に
覚
え
が

無
け
れ
ば
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
連
絡
を
す
る
と
相
手
に
個
人
情
報

を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
絶
対
に

し
な
い
で
下
さ
い
。
内
容
は
携
帯
電
話

の
情
報
料
、
有
料
サ
イ
ト
料
金
、
ア
ダ

ル
ト
グ
ッ
ズ
代
と
称
す
る
も
の
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
ハ
ガ
キ
、
封
書
、
携
帯

電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
様
々
な
方
法
で
請

求
し
て
き
ま
す
。

【
サ
ラ
金
・
多
重
債
務
】

　

多
重
債
務
に
陥
り
、
返
済
で
き
な
く

な
っ
た
と
い
う
相
談
が
常
に
上
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
、
家
族
等
か
ら
も
、
業
者
か

ら
の
取
立
て
に
困
っ
て
い
る
と
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
証
人
に
な

っ
て
い
な
け
れ
ば
家
族
が
支
払
う
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
室
で
は
債
務
整

理
の
方
法
を
説
明
し
、
弁
護
士
会
の
法

律
相
談
等
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

【
賃
貸
住
宅
の
敷
金
返
還
】

　

引
越
し
の
際
の
敷
金
返
還
請
求
の
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。
退
去
時
の
「
原

状
回
復
」
に
つ
い
て
、
通
常
の
損
耗
に

よ
る
修
繕
費
用
は
大
家
の
負
担
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
の
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
具
体
的
事
例
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
納
得
で

き
な
い
点
を
交
渉
す
る
よ
う
助
言
し
て

い
ま
す
。

【
訪
問
販
売
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
】

　

「
近
所
の
工
事
の
つ
い
で
に
屋
根
や

下
水
管
を
点
検
し
て
あ
げ
る
」
、
「
羽

毛
布
団
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
て
あ
げ

る
」
と
訪
問
し
た
業
者
と
高
額
な
工
事

や
商
品
購
入
契
約
を
結
び
、
ト
ラ
ブ
ル

と
な
る
例
が
増
え
て
い
ま
す
。
玄
関
を

開
け
る
前
に
用
件
を
確
認
し
、
必
要
な

け
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
相
談
事
例

【
会
員
権
の
二
次
被
害
】

　

以
前
会
員
権
契
約
を
し
た
人
を
対
象

に
、
「
会
費
を
滞
納
し
て
い
る
の
で
解

約
し
て
あ
げ
る
」
と
い
っ
て
新
た
な
契

約
を
さ
せ
る
二
次
被
害
の
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。
過
去
の
契
約
と
は
関
係
が

な
い
の
で
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

【
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
】

　

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
の
相
談
が
高

齢
者
を
中
心
に
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
証
拠
金
を
支
払
い
、
そ
の
何
十
倍
の

資
金
を
動
か
し
て
為
替
差
益
と
金
利
差

益
を
狙
う
投
機
的
取
引
の
こ
と
で
す
。

こ
の
仕
組
み
を
理
解
せ
ず
、
数
千
万
円

の
巨
額
な
損
失
を
被
る
人
も
い
ま
す
。

悪
質
な
業
者
も
多
く
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多

発
し
た
た
め
、
金
融
庁
が
規
制
に
乗
り

出
し
ま
す
が
、
投
資
す
る
か
ら
に
は
基

本
的
な
仕
組
み
の
理
解
と
十
分
な
注
意

が
必
要
で
す
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相
談
室
へ

　

訪
問
販
売
等
で
契
約
し
た
場
合
、
契

約
日
か
ら
８
日
間
は
工
事
の
完
了
や
商

品
の
使
用
（
消
耗
品
は
除
く
）
と
は
関

係
無
く
、
無
条
件
で
解
約
で
き
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
、
店
舗
販
売
な
の
で
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
の
対
象
で
は
な
い
、
と
い
っ
た
と

き
で
も
販
売
方
法
や
契
約
書
に
問
題
が

あ
れ
ば
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
あ
き
ら
め
ず
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

「
う
ま
い
話
」
な
ど
そ
う
あ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場
で
判
を
押

さ
ず
、
良
く
検
討
し
て
か
ら
契
約
し
て

も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
例
を
参
考

に
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

※
相
談
は
専
用
電
話
11
７
２
２
・
０
０

０
１
へ
（
月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
、
来
所
受
付
は

午
前
は　

時　

分
、
午
後
は
３
時　

分

１１

３０

４０

ま
で
）
。

□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
11
７
２
５
・
８

８
０
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２００３年度消費生活相談上位１０位（商品、サービス別）
前年度件数件　数内　　容順位
 ３１０１０４３電話情報提供サービス1
 ４６１ ５４４フリーローン・サラ金２
  ９１ ２８３オンライン情報サービス３
 １７２ ２０１賃貸アパート・借家４
 　７ １８３商品一般の不当請求５
 １３３ １６６住宅関連工事６
　３３　９９主催旅行サービス７
　５２　７２ふとん８
　８４　６９新聞９
　７０　６６内職・副業１０

過去５年間の相談件数推移

件数年度

２７０９１９９９

３０８４２０００

３１９５２００１

３７４９２００２

５１９１２００３

被被
害害
にに
遭遭
わわ
なな
いい
たた
めめ
にに
！！

急急
増増
すす
るる
「「
不不
正正
請請
求求
」」

ここ
どど
もも
をを
犯犯
罪罪
かか
らら
守守
るる

④
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
防
犯
ブ

ザ
ー
を
鳴
ら
し
た
り
「
た
す
け
て
」
と
叫
ぶ

①
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い
か
な
い

②
ひ
と
り
で
遊
ば
な
い

③
出
か
け
る
時
は
う
ち
の
人
に
行
き
先

と
帰
る
時
間
を
言
う

下半期に多数寄せられたご意見・ご要望�
○庁舎移転問題に関すること�
○道路の整備・補修に関すること�
○ゴミの収集・処理に関すること�
○マンション建設計画に関すること�
○緑地保全に関すること�
○治安対策に関すること�
○私立学校・外国人学校生徒の保護者への補助金廃止に
関すること�
○市民病院に関すること�

▲薬師池公園内での除草作業



２００４．７．２１

８月の母子健康案内　□問 健康課11７２５・５４２２
内　容対　象時　間期　日会　場事業名
快適なマタニ
ティライフの
ために

１日目

１６～２５週
の妊婦

午後１時３０分
～４時

６日（金）

健 康 福 祉 会 館

母親学級
－４日間
コース－
（申し込み制）

妊娠中の日常生
活と保育、妊婦
体操（実習）

２日目１３日（金）

歯の衛生、生
活と栄養３日目２０日（金）

もく浴法、呼
吸法（実習）４日目午前１０時

～午後０時３０分２８日（土）

離乳食の進め方のお
話と試食

４～５
か月児

午前９時５５分
～１１時４５分
受付
午前９時３０分
から

６日（金）
または
２７日（金）

初
期

健 康 福 祉 会 館
離 乳 食
講 習 会
（申し込み制） 離乳食後期のお話と

試食、歯の話
８～９
か月児２０日（金）後

期

身長・体重測定、保
育相談、栄養相談、
母性相談、家族計画
の相談

２か月児
～就学前

受付
午前９時４５分
～１１時３０分
午後１時３０分
～３時

２、９、１６、
２３、３０日（月）健 康 福 祉 会 館

乳 幼 児
母性相談

１３日（金）子どもセンターばあん
５日（木）鶴 川 分 館
１８日（水）健康相談室　忠生
４日（水）堺市民センター

町 田 市 職 員 募 集
受　　験　　資　　格募集人員受 験 区 分募　集　職　種

昭和５３年４月２日から昭和５８年４月１日までに生まれた方
２５人程度

Ⅰ類（大卒程度）
一　　般　　事　　務 昭和５６年４月２日から昭和６０年４月１日までに生まれた方Ⅱ類（短卒程度）

昭和５８年４月２日から昭和６２年４月１日までに生まれた方Ⅲ類（高卒程度）

※自力により通勤ができ、かつ介護者なしに職務の遂行が可
能な方で、次のすべての要件を満たす方

①身体障害者福祉法第１５条に定める身体障害者手帳の交付を
受けている方 

②昭和５３年４月２日から昭和６２年４月１日までに生まれた方
③通常の勤務時間（原則として週４０時間、１日８時間）に対
応できる方

若干名Ⅲ類（高卒程度）一　　般　　事　　務
（身体障がい者対象）

昭和４９年４月２日以後に生まれた方で保健師の資格を有する
方もしくは２００５年春までに取得見込みの方若干名保 健 師

※学歴は問いません
●全ての職種とも次の各号の一に該当する方は受験できません。
１．地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する方　　　２．活字印刷文による出題に対応できない方 

＊募集要項と申込書は市役所、各市
民センターで配布しています。ま
た、町田市ホームページからもダ
ウンロードできます。

＊採用は、２００５年４月１日以降で
す。お問い合わせは、職員課（11 
７２２・３１１１内線２２４１）へ。

第１次試験日
９月１９日（日）

申込受付 ８月１９日（木）
８月２０日（金）

糖

尿

病

予

防

栄

養

講

習

会

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

糖
尿
病
は
放
置
す
る
と
失
明
や
腎
不

全
・ 
壊  
疽 
な
ど
怖
い
合
併
症
を
起
こ
す

え 

そ

危
険
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
食
事
や

生
活
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
十
分
自
己

管
理
も
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

基
本
健
康
診
査
等
で
「
糖
尿

病
」
「
血
糖
値
が
高
い
」
等
の
指
摘
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

○
日
時　

７
月　

日
（
金
）
午
前
９
時

３０

　

分
〜
正
午

５０○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な

病
気
か
＝
保
健
師
、
試
食
、
食
事
療
法

食
改
善
調
理
実
習

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

【
親
子
で
作
る
楽
し
い
朝
食
】

　

朝
ご
飯
は
１
日
の
ス
タ
ー
ト
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
す
。
忙
し
く
て
時

間
の
な
い
方
、
簡
単
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
朝
食
を
親
子
で
ワ
イ
ワ
イ
楽

し
く
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
対
象　

３
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者

○
日
時　

８
月　

日
（
火
）
、　

日

１０

２５

（
水
）
午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

３０

３０

分○
内
容　

「
朝
ご
飯
は
し
っ
か
り
と

バ
ラ
ン
ス
良
く
」
＝
栄
養
士
、
調
理
実

習
、
会
食

○
定
員　

各
日　

組　

人
（
申
し
込
み

１２

２４

順
）

○
費
用　

５
０
０
円

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

　

保
育
園
児
の
健
康
管
理
及
び
保
育
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
資
格　

看
護
師
（
保
健
師
・
助
産
師

を
含
む
）
資
格
を
お
持
ち
の
方

○
勤
務
期
間　

８
月
１
日
〜
２
０
０
５

年
３
月　

日
（
予
定
）

３１

○
勤
務
日
時　

月
〜
金
曜
日
、
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時

３０
○
勤
務
園　

森
野
保
育
園

○
人
員　

１
人

生

活

協

力

員

（

Ｌ

Ｓ

Ａ

）

　

都
民
住
宅
に
入
居
し
、
高
齢
者
集
合

住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
）
の
入
居
者
に

対
す
る
生
活
協
力
員
と
し
て
活
動
し
て

い
た
だ
く
方
の
募
集
で
す
。

○
資
格　

①
申
込
世
帯
が
都
民
住
宅

（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）
へ
の
入
居
資

格
が
あ
り
（
収
入
ほ
か
）
②
申
込
者
本

人
ま
た
は
同
居
者
が
生
活
協
力
員
の
業

務
を
行
え
る
③
お
お
む
ね　

歳
ま
で
の

５５

方○
募
集
戸
数　

金
森
１
０
２
１－

１
＝

１
戸
（
あ
き
家
）
、
高
ヶ
坂
１
０
９
９

－

１
＝
１
戸
（
あ
き
家
）
、
金
森
１－

　

＝
１
戸
（
あ
き
家
）

２０○
業
務　

入
居
者
の
安
否
の
確
認
、
緊

急
時
の
対
応
及
び
関
係
機
関
と
の
連
絡

等○
待
遇　

業
務
に
対
し
、
謝
礼
と
家
賃

の
助
成
金
を
支
給

○
申
し
込
み　

直
接
住
宅
課
（
11
７
２

４
・
１
１
３
０
）
ま
た
は
高
齢
者
福
祉

課
（
11
７
２
４
・
２
１
４
１
）
へ
。

※
決
定
次
第
募
集
は
終
了
し
ま
す
。

市

立

保

育

園

看
護
師
臨
時
職
員

町
田
市
都
市
計
画
審
議
会

　

第
１
４
３
回
町
田
市
都
市
計
画
審
議

会
を
行
い
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

８
月
２
日
（
月
）
午
前　

時
１０

か
ら

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
５
階
第
１
委

員
会
室

○
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

１０

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
１

町
田
市
街
づ
く
り
審
査
会

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
電

話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
月
）
午
後
６
時

２６

か
ら

○
会
場　

市
役
所
中
町
第
三
庁
舎
１
階

第
１
会
議
室

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
４

第
２
回市

民

部

会

　

市
で
は
、
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を

策
定
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
市
民
団
体

等
の
代
表
、
公
募
に
よ
る
市
民
で
構
成

す
る
市
民
部
会
を
設
置
し
、
新
庁
舎
建

設
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
立

場
か
ら
調
査
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

市
民
部
会
で
の
検
討
の
様
子
に
つ
い

て
は
、
毎
回
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る

ほ
か
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
議
事

要
旨
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
企

画
調
整
課
（
11
７
２
４
・
２
１
０
３
）

町
田
市
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
策
定
委

員
会

ひ
な
た
村
利
用
予
約

【
カ
リ
ヨ
ン
ホ
ー
ル
】

　

２
０
０
５
年
２
月
分
の
カ
リ
ヨ
ン
ホ

ー
ル
利
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

８
月
１
日
午
前
９
時
ま
で
に
使
用
料
金

を
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
持
ち
に
な

り
、
ひ
な
た
村
へ
お
い
で
下
さ
い
。

　

な
お
、
２
日
〜
６
日
、　

日
は
主
催

１９

事
業
等
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
ホ
ー
ル
で
は
金
銭
を
徴
収
し
て
の

催
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
】

　
　

月
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
利

１０
用
者
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
８
月
１

日
午
前　

時
ま
で
に
ひ
な
た
村
へ
お
い

１０

で
下
さ
い
。

　

な
お
、
３
日
午
前
、　

日
は
主
催
事

１７

業
等
の
た
め
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

る
の
は
１
日
１
団
体
の
み
で
す
。

※
ひ
な
た
村
は
毎
週
火
曜
日
、
祝
日
の

翌
日
が
お
休
み
で
す
。

□問
 

ひ
な
た
村
11
７
２
２
・
５
７
３
６

ハ
チ
や
巣
を
見
つ
け
た
ら

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
ス
ズ
メ
バ
チ

の
巣
は
だ
い
ぶ
大
き
く
な
り
、
ハ
チ
の

数
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
初
期
の
段

階
で
あ
れ
ば
比
較
的
、
巣
の
除
去
を
し

や
す
い
の
で
す
が
、
大
き
く
な
っ
て
か

ら
で
は
自
分
で
駆
除
を
行
う
こ
と
は
危

険
で
す
。
駆
除
業
者
（
消
毒
業
者
）
に

依
頼
し
て
下
さ
い
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ
は
攻
撃
性

が
低
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
（
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
樹
木
な

ど
の
害
虫
を
取
っ
て
く
れ
ま
す
）
。
た

だ
し
、
生
活
に
支
障
が
あ
る
場
合
（
物

干
し
台
の
近
く
に
巣
が
あ
る
等
）
は
駆

除
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
大
き
な
ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け

た
場
合
は
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
下

さ
い
。

①
近
寄
ら
な
い
（
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ

は
、
巣
を
守
る
本
能
が
強
い
）

②
い
た
ず
ら
し
な
い
（
石
を
投
げ
た
り

棒
等
で
つ
つ
か
な
い
）

③
手
で
払
わ
な
い
（
ハ
チ
は
攻
撃
さ
れ

（８）

の
基
本
と
食
品
交
換
表
に
つ
い
て
＝
栄

養
士

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
持
ち
物　

基
本
健
診
等
の
結
果

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

○
応
募　

履
歴
書
に
写
真
を
張
り
、

資
格
証
明
書
の
写
し
を
添
付
し
て
７
月

　

日
ま
で
（
必
着
）
に
直
接
ま
た
は

２８郵
送
で
子
育
て
支
援
課
（
〒　

－

８
５

１９４

２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、
市
役
所
地

２０

２３

下
、
11
７
２
４
・
２
１
３
８
）
へ
。

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
前　

時

３１

１０

〜
正
午

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

　

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
出
張

教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
、
非
行
、
勉
強
や
進
路
の

悩
み
、
親
と
子
の
関
係
な
ど
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
し
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

※
相
談
希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話

を
し
て
下
さ
い
。

□問
 

教
育
セ
ン
タ
ー
11
７
９
２
・
６
５

４
６

８
月
３
日
（
火
）
＝
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

８
月
５
日
（
木
）
＝
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

８
月　

日
（
火
）
＝
堺
市
民
セ
ン
タ
ー

１０

８
月　

日
（
木
）
＝
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
ば
あ
ん

１２

８
月　

日
（
木
）
＝
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

１９

出張
教育相談

た
と
思
い
、
刺
し
ま
す
）

④
大
声
を
出
し
た
り
走
り
ま
わ
っ
て
ハ

チ
を
刺
激
し
な
い

⑤
ゆ
っ
く
り
と
静
か
に
立
ち
去
る

⑥
生
活
に
支
障
が
あ
る
時
は
駆
除
す
る

　

市
で
は
、
駆
除
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
ハ
チ
の
自
主

駆
除
を
行
わ
れ
る
方
に
防
護
服
や
薬
剤

等
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１



２００４．７．２１

児
童
手
当

対
象
児
童
の
年
齢
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た

　

児
童
手
当
の
支
給
対
象
が
小
学
校
未

就
学
児
か
ら
小
学
校
３
年
生
修
了
時

（
９
歳
の
年
度
末
）
ま
で
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
新
た
に
対
象
と
な
っ
た

お
子
さ
ん
の
分
の
児
童
手
当
を
受
け
る

た
め
に
は
、
申
請
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

２
０
０
４
年
９
月　

日
ま
で
に
申
請

３０

し
て
い
た
だ
く
と
（
郵
送
の
場
合
は
９

月　

日
必
着
）
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
４
月

３０
分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
９
月　
３０

日
以
降
に
申
請
さ
れ
る
と
、
申
請
し
た

月
の
翌
月
分
か
ら
が
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　

な
お
、
２
０
０
４
年
３
月
分
の
手
当

を
町
田
市
で
受
給
し
て
い
た
新
１
年
生

の
分
の
手
当
は
新
た
に
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
支
給
月
額　

第
１
子
・
第
２
子
＝

５
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
＝
１
万
円

※
手
当
の
申
請
に
は
、
請
求
者
の
預
金

（９）

子どもセンターばあん（11７８８・４１８１）

◆対象／０歳～１８歳（未就学児は保護者と参加）◆会場／野津
田公園芝生広場◆内容／公園に遊びに来ているみんなに、子ど
もセンターばあんと南大谷子どもクラブのお兄さんお姉さん
が、「遊び」を出前します◆申し込み／直接会場へ

のびっこあそび隊

７月２４日（土）
１３：００～１５：００

◆対象／小学生～１８歳のお子さんとその保護者（お子さんだけ
の参加もＯＫ）◆定員／３０人◆内容／世界にたった一つの宝物
を一緒に作りませんか？コーヒー茶わんや花びんなどを制作
し、本焼きします◆費用／１人３００円◆申し込み／７月２２日
（木）１０：００から直接または電話で受付

親子陶芸教室

①７月２９日（木）　制作
②８月１９日（木）　 釉  薬 かけ

ゆう やく

両日とも１０：００～１２：００

◆対象／乳幼児とその保護者◆会場／健康福祉会館◆内容／親
子のスキンシップを中心に、体操、ゲーム、工作、おはなしな
どの遊びを実施します。動きやすい服装でおいで下さい◆費用
／無料◆申し込み／直接会場へ　※車での来場はご遠慮下さい

Ｗａｉ・Ｗａｉキッズ

７月３０日（金）
１０：３０～１１：３０

南大谷子どもクラブ（11７３９・６７９１）

◆対象／小学生以上のお子さんとその保護者（お子さんだけの
参加もＯＫ）◆定員／２０人◆内容／お皿やマグカップなど、オ
リジナル作品を作ります◆費用／３００円◆持ち物／エプロン、
手拭きタオル◆申し込み／７月２１日（水）１０：００から直接また
は電話で受付

みなみのトトロ　親子陶芸教室

①８月７日（土）　制作
②８月２１日（土）　絵付け、 釉  薬 かけ

ゆう やく

両日とも１０：００～１２：００

◆対象／小学生以上◆定員／１５人◆内容／オリジナルのカラフ
ルなかけ時計を作ります。夏休みの自由工作にいかがですか 
◆費用／４５０円◆申し込み／７月２１日（水）１０：００から直接また
は電話で受付

うきうきサタデーズ・夏休みバージョン
～オリジナル時計を作ろう～

８月２１日（土）１３：３０～１５：３０

ひなた村（11７２２・５７３６）

◆対象／小学生以上◆内容／工作室を開放します。電動工具や
のこぎり、トンカチなどを使った自由工作を楽しもう（作りた
い物がある人は材料を持ってきて下さい）◆費用／無料◆持ち
物／１日いる方は弁当◆申し込み／直接会場へ

工作室開放

８月８日（日）１０：００～１５：００
（１２：００～１３：００は昼休み）

まちだ中央公民館（〒１９４－００１３、原町田６－８－１、11７２８・００７１）

◆対象／市内在住の４歳～小学生（３年生以下は保護者同伴）
◆定員／１５４人（抽選）◆費用／無料◆申し込み／往復ハガキ
に住所・氏名（ふりがな）・学年・年齢・電話番号・同伴する
保護者の氏名を明記し、７月３１日（土）まで（必着）に同館
「夏休み子どもコンサート」係へ

夏休み子どもコンサート

８月２５日（水）１４：００開演（１３：３０開場）

中央図書館（11７２８・８２２０）

◆内容／４階こどものひろばにて、福音館の絵本「とんぼ」吉
谷昭憲著の原画７枚を展示します

絵本「とんぼ」の原画展

７月２７日（火）～８月２１日（土）

スポーツ課（11７２４・３４４０）

◆対象／市内在住、在学の小・中学生◆会場／①総合体育館②
サン町田旭体育館◆内容／ストラックアウト、キックターゲッ
ト、組み立てシャトルランほか◆費用／１００円（施設使用券）
◆持ち物／運動のできる服装、室内運動靴◆申し込み／直接会
場へ　※がんばったキミに参加賞・賞品を差し上げます

チャレンジマッスル

①８月３日（火）
②８月２０日（金）

各日とも９：００～１２：００

通
帳
（
郵
便
局
以
外
）
、
厚
生
年
金
等

加
入
者
は
請
求
者
の
健
康
保
険
証
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

※
健
康
保
険
証
で
厚
生
年
金
等
へ
の
加

入
状
況
が
確
認
で
き
な
い
方
（
一
部
の

国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
の
方
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）
は
、
年

金
加
入
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
町
田
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

の
方
は
国
民
年
金
加
入
ま
た
は
未
加
入

の
ど
ち
ら
か
で
す
の
で
、
保
険
証
も
年

金
加
入
証
明
書
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
転
入
さ
れ
た
方
へ
〉

　

今
ま
で
町
田
市
で
児
童
手
当
を
受
け

て
い
な
い
方
は
児
童
手
当
用
の
所
得
の

証
明
書
が
必
要
で
す
。
２
０
０
３
年
１

月
２
日
か
ら
２
０
０
４
年
４
月
ま
で
に

転
入
さ
れ
た
方
は
平
成　

年
度
の
所
得

１５

の
証
明
書
、
５
月
以
降
に
転
入
さ
れ
た

方
は
平
成　

年
度
の
所
得
の
証
明
書
が

１６

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
証
明
書
や
年
金
加
入
証
明
書
は

申
請
後
の
提
出
で
結
構
で
す
。

※
２
０
０
４
年
４
月
１
日
以
降
に
町
田

市
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
地
と
町

田
市
の
両
方
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

※
所
得
限
度
額
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９

○
日
時　

８
月
４
日
（
水
）
午
後
２
時

〜
４
時 講

演

会

町
田
市
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

【
夏
休
み
！
み
ん
な
集
ま
れ
コ
ン
サ
ー

ト
】

　

楽
器
の
紹
介
や
リ
ズ
ム
遊
び
の
コ
ー

ナ
ー
も
あ
る
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

〈
第
１
部　

た
の
し
い
動
物
園
〉

　

ぞ
う
・
カ
ン
ガ
ル
ー
・
白
鳥
（
サ
ン

・
サ
ー
ン
ス
）
ほ
か

〈
第
２
部　

名
曲
に
耳
を
す
ま
し
て
〉

　

小
犬
の
ワ
ル
ツ
（
シ
ョ
パ
ン
）
、

ボ
レ
ロ
（
ラ
ヴ
ェ
ル
）
ほ
か

○
対
象　

市
内
在
住
の
４
歳
〜
小
学
生

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
日
時　

８
月　

日
（
水
）
午
後
２
時

２５

か
ら
（
開
場
１
時　

分
）

３０

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

○
出
演　

マ
リ
ン
バ
＝
高
橋
ま
き
の
、

真
崎
佳
代
子
、
テ
ュ
ー
バ
＝
古
沢
充
、

チ
ェ
ロ
＝
若
狭
直
人
、
ピ
ア
ノ
＝
稲
垣

史
織
、
お
は
な
し
＝
大
畑
真
由
美

○
定
員　

１
４
５
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
学
年
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
小
学
３
年
生
以

下
の
方
は
、
同
伴
す
る
保
護
者
の
氏
名

も
連
記
し
て
７
月　

日
ま
で
（
必
着
）

３１

に
ま
ち
だ
中
央
公
民
館
「
夏
休
み
！
み

ん
な
集
ま
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」
係
（
〒　
１９４

－

０
０
１
３
、
原
町
田
６－

８－

１
、

11
７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

※
附
室
か
ら
の
親
子
鑑
賞
を
ご
希
望
の

方
（
３
組
ま
で
）
は
そ
の
旨
ハ
ガ
キ
に

明
記
し
て
下
さ
い
。

【
「
平
和
」
を
考
え
る
映
画
会
】

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
平
和
」
の
こ
と

を
考
え
て
い
た
だ
く
契
機
と
し
て
、
映

画
会
を
開
催
し
ま
す
。

催

し

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

　

野
津
田
町
の
七
国
山
地
区
で
栽
培
し

て
い
る
菜
種
か
ら
、
菜
種
油
を
し
ぼ
り

菜
種
油
し
ぼ
り
実
演

【
あ
な
た
の
話
せ
る
場
所
あ
り
ま
す

か
？
育
児
の
ス
ト
レ
ス
ト
ー
ク
で
発

散
】

　

子
育
て
は
思
っ
た
よ
り
大
変
！

子
育
て
マ
マ
の

し

ゃ

べ

り

場

○
テ
ー
マ　

「
花
」

○
形
式　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
（
デ
ジ
タ

ル
写
真
可
）
、
六
ツ
切
（
ワ
イ
ド
六
ツ

切
り
可
）

※
額
装
・
組
写
真
・
合
成
写
真
は
不

可
。

○
入
選
発
表　
　

月
中
旬

１０

○
応
募
受
付
期
間　

９
月
５
日
〜　

日
２２

（
必
着
）

○
応
募
料　

３
点
単
位
で

１
０
０
０
円

※　

月　

日
（
土
）
午
後

１０

３０

１
時
か
ら
同
サ
ロ
ン
で

入
選
者
授
与
式
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、　

月　

日
〜

１０

３１

　

月　

日
に
入
選
作
品
展

１１

２８

を
行
い
ま
す
。

※
応
募
要
綱
・
用
紙
を
町

田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
「
秋

山
庄
太
郎
美
術
館
」
及
び

市
役
所
２
階
障
が
い
福
祉

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

郵
送
希
望
の
方
は
、　

円
切
手
を
張

８０

り
、
あ
て
先
を
明
記
し
た
定
型
最
大
の

封
筒
を
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
「
花
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
（
〒　

－

０
０
６

１９５

３
、
野
津
田
町
３
２
７
２
、
薬
師
池
公

園
内
）
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:

/
/
w
w
w
.p
h
m
u
se
.c
o
m

）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

「「「「「「「「「「
秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
山山山山山山山山山山
庄庄庄庄庄庄庄庄庄庄
太太太太太太太太太太
郎郎郎郎郎郎郎郎郎郎
記記記記記記記記記記
念念念念念念念念念念

「
秋
山
庄
太
郎
記
念

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

写写写写写写写写写写
真真真真真真真真真真
ココココココココココ
ンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテ
スススススススススス
トトトトトトトトトト
」」」」」」」」」」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
作作作作作作作作作作
品品品品品品品品品品
公公公公公公公公公公

作
品
公
募募募募募募募募募募募▲昨年の受賞作品から

　秋山庄太郎賞「爛漫」（シダレザクラ）
江口正己氏（埼玉県川口市）

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォォ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササ
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

町
田
市
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

「
秋
山
庄
太
郎
美
術
館
」

11７３６・８２８１

第
３
回　

や
く
し
の
森
市
民
学
芸
祭

　

つ
い
大
声
を
出
し
て
し
ま
っ
た
り
、

疲
れ
て
子
供
に
当
た
っ
て
し
ま
い
落
ち

込
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
も
多
い
の
で
は

…
。

　

お
喋
り
で
育
児
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
を
子
育

て
中
の
保
護
者
（
保
育
あ
り
）

○
日
時　

８
月
４
日
（
水
）
午
前　

時
１０

〜　

時　

分

１１

３０

○
会
場　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
森
野
３－

　

－

　

）

１１

１６

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

め
だ
か
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
辻
野
恵
子
氏

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１０

○
申
し
込
み　

電
話
で
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
（
11
７
１
０
・
１
５
２

５
）
へ
。

ま
す
。

　

当
日
は
、
菜
種
油
を
１
本
８
０
０
円

で
、
９
時　

分
か
ら
販
売
し
ま
す
（
５

３０

０
０　

入
、　

本
の
販
売
予
定
）
。

ml

５５

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
前　

時

２４

１０

〜
午
後
２
時

○
会
場　

ふ
る
さ
と
農
具
館

○
交
通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ

Ｐ
ビ
ル
先　

番
乗
り
場
か
ら
、
本
町
田

２１

経
由
野
津
田
車
庫
行
き
、
ま
た
は
鶴
川

駅
行
き
バ
ス
で
「
薬
師
ヶ
丘
」
下
車
、

徒
歩　

分
１０

※
車
で
お
い
で
の
方
は
、
薬
師
池
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

ふ
る
さ
と
農
具
館
11
７
３
６
・
８
３

８
０

事
務
室
移
転
の

お

知

ら

せ

　

市
役
所
本
庁
舎
内
事
務
室
再
配

置
に
よ
り
、
地
下
１
階
Ａ
棟
の
子

育
て
支
援
課
（
保
育
施
設
計
画
、

保
育
園
の
運
営
管
理
）
は
、
８
月

２
日
（
月
）
か
ら
２
階
Ａ
棟
（
南

側
）
に
事
務
室
を
移
転
し
ま
す
。

□問
 

管
財
課
11
７
２
４
・
２
１
６
５

子
育
て
支
援
課

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
内
容　

痴
ほ
う
性
高
齢
者
の
理
解
、

介
護
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
地
域
の
関

わ
り
方

○
講
師　

高
齢
者
痴
ほ
う
介
護
研
究
・

研
修
東
京
セ
ン
タ
ー
・
永
田
久
美
子
氏

○
申
し
込
み　

電
話
で
高
齢
者
福
祉
課

（
11
７
２
１
・
０
９
１
２
）
へ
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
後
１
時

３１

　

分
〜
５
時

３０○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

○
内
容　

「
原
爆
ド
ー
ム
物
語
」
、

「
火
垂
る
の
墓
」

○
定
員　

１
５
０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み　

電
話
で
ま
ち
だ
中
央
公

民
館
（
11
７
２
８
・
０
０
７
１
）
へ
。

※夏休み子どもフェアーのリーフレットを子どもセンター、青少年施設、各市民センターで配布しています。



２００４．７．２１

町田市民ホール　８月前半の催し物

（１０）

　

日
本
の
夏
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
夏
！

イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
・
ロ
ッ
ク
・

グ
ル
ー
プ
と
し
て
最
も
多
く
の
ヒ
ッ
ト

を
放
ち
、
世
界
中
で
成
功
を
収
め
た

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
が
今
年
も
や
っ
て
き
ま

す
�７

月　

日
（
火
）

２７

午
後
６
時　

分
開
演

３０

５
０
０
０
円

（
税
込
、
全
席
指
定
）

　
!!

【
夏
の
花
と
虫
】

　

キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
や
ク
サ
ギ
の

定
例
自
然
観
察
会

排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
試
験

平
成　

年
度

１６

○
日
時　

９
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２６

１０

〜
正
午

○
会
場　

青
山
学
院
大
学
（
渋
谷
区
）

○
費
用　

６
０
０
０
円

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
書
に
記
入

し
、
８
月
２
日
〜　

日
（
消
印
有
効
）

３１

に
郵
送
で
東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス

（
株
）
へ
。

※
申
込
書
は
、
７
月　

日
か
ら
下
水
道

２６

部
業
務
課
（
成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
）
で
配
布
し
ま
す
。

□問
 

東
京
都
下
水
道
サ
ー
ビ
ス（
株
）11　
０３

・
３
２
４
１
・
０
８
１
８
、
町
田
市
下

水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８
２
１

忠
生
公
園

花
、
大
き
な
オ
ニ
ヤ
ン
マ
な
ど
を
観
察

し
ま
す
。

○
日
時　

８
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時

　

分
〜　

時　

分
（
雨
天
中
止
）

３０

１１

３０

○
集
合
場
所　

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館

○
交
通　

町
田
バ
ス
セ
ン
タ
ー
３
番
乗

り
場
か
ら
小
山
田
桜
台
ま
た
は
下
山
崎

行
き
バ
ス
で
「
忠
生
公
園
前
」
下
車

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

□問
 

忠
生
が
に
や
ら
自
然
館
11
７
９
２
・

１
３
２
６

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１

枚
）
に
教
室
名
（
コ
ー
ス
名
）
・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
市
外
在
住
の
方
は
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
と
そ
の
所
在
地
を
明
記
し
、

７
月　

日
ま
で
（
消
印
有
効
）
に
ス
ポ

２８

ー
ツ
課
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
初
参
加
者
優

先
の
う
え
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
初
心
者
テ
ニ
ス
教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
よ
う
と
す
る

　

歳
以
上
の
方

１８○
期
間　
　

月
５
日
〜　

月　

日
の
毎

１０

１２

１４

週
火
曜
日
（
全　

回
）

１０

○
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

○
会
場　

野
津
田
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
定
員　
　

人
４０

○
費
用　

４
０
０
０
円

【
ジ
ュ
ニ
ア
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

教
室
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

○
期
間　

８
月　

日
（
火
）
〜　

日

２４

２８

（
土
）

○
時
間　

Ａ
コ
ー
ス
（
１
・
２
年
生
）

＝
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
、
Ｂ
コ

１５

１０

１５

ー
ス
（
３
〜
６
年
生
）
＝
午
前　

時　
１０

４５

分
〜　

時　

分

１１

４５

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
３０

○
費
用　

７
０
０
円

ベ

テ

ラ

ン

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。
１
人

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方
及
び

連
盟
登
録
者
（
１
部
資
格
者
は
除
く
）

○
日
時　

９
月　

日
（
祝
）
午
前
８
時

２０

　

分
か
ら
受
付
（
予
備
日
９
月　

日
）

３０

２６

○
会
場　

成
瀬
三
ツ
又
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

初
心
者

○
日
時　

９
月
２
日
〜　

月
４
日
の
毎

１１

週
木
曜
日
（
全　

回
）
午
後
６
時
〜
８

１０

時　

分
４５

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
講
師　

公
認
指
導
員
、
協
会
会
員

○
教
習
種
目　

ブ
ル
ー
ス
、
ジ
ル
バ

○
定
員　

男
女
各　

人
（
抽
選
）

５０

○
費
用　

１
人
２
５
０
０
円

○
持
ち
物　

運
動
靴
（
上
履
き
）
ま
た

は
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
（
金
具
不
可
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
カ
ッ
プ

ル
は
１
枚
で
可
）
に
「
初
心
者
ダ
ン
ス

講
習
会
申
込
」
と
書
き
、
住
所
・
氏
名

・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
７
月

　

日
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）
に
体
育

３１協
会
事
務
局
へ
。

小

学

生

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

○
対
象　

小
学
生
で
３
日
間
共
参
加
で

き
る
方

○
期
日　

前
期
＝
８
月　

日
〜　

日
、

１０

１２

後
期
＝
８
月　

日
〜　

日
（
全
３
回
）

１７

１９

○
時
間　

Ａ
コ
ー
ス
＝
午
後
０
時　

分
１５

〜
１
時　

分
、
Ｂ
コ
ー
ス
＝
午
後
１
時

１５

　

分
〜
２
時　

分
（
前
・
後
期
と
も
）

３０

３０

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
定
員　

各
コ
ー
ス　

人
（
申
し
込
み

１０

順
）

○
費
用　

１
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

月
〜
金
曜
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
協
会
事
務
局
（
11
７
３
２
・
１
７
９

７
）
へ
。

　

関
東
私
立
高
等
学
校
男
女
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
が
、
関
東
各
地
区
の

代
表
１
２
８
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
町

田
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
家
族
そ
ろ
っ
て
観
戦
に
お
い
で

下
さ
い
。

○
期
日　

開
会
式
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

＝
７
月　

日
（
水
）
午
後
３
時
か
ら
▽

２１

予
選
リ
ー
グ
＝　

日
（
木
）
午
前
９
時

２２

　

分
か
ら
▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
＝

３０
　

日
（
金
）
午
前
９
時　

分
か
ら

２３

３０

○
会
場　

予
選
リ
ー
グ
＝
総
合
体
育
館

及
び
サ
ン
町
田
旭
体
育
館
、
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
＝
総
合
体
育
館

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
課
11
７
２
４
・
３
４
４
０

ザ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

J
a
p
a
n　

T
o
u
r

　

２
０
０
４

結
成　

周
年
記
念

４５

「
町
田
フ
ィ
ル
・

バ
ロ
ッ
ク
合
奏
団
」

国
際
版
画
美
術
館
・（
財
）町
田
市
文

化
・
国
際
交
流
財
団
共
催
事
業

指
揮　

荒
谷
俊
治

独
奏　

岡
本
淳
（
オ
ー
ボ
エ
）

　
　
　

吉
井
孝
子
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

【
予
定
曲
目
】

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
ア
イ
ネ
・
ク
ラ
イ

ネ
・
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」
よ
り
、
ヘ
ン

デ
ル
「
オ
ー
ボ
エ
協
奏
曲
」
よ
り
、
バ

ッ
ハ
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
イ
短

調
ほ
か

８
月　

日
（
土
）

２１

午
後
７
時
開
演

○
会
場　

国
際
版
画
美
術
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
（
定
員
２
５
０
人
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
い

た
だ
け
ま
す
。

【
７
月　

日
か
ら
町
田
市
民
ホ
ー
ル
、

２２

国
際
版
画
美
術
館
で
入
場
整
理
券
を
配

布
し
ま
す
（
入
場
無
料
）
】

　

薬
師
池
公
園
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る

「
自
由
民
権
の
像
」
は
、
こ
の
町
田
の

地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
自
由
民
権
運
動

の
持
つ
意
義
を
未
来
ま
で
継
承
し
て
い

く
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
自
由
民
権
の
鐘
を
撞
く

会
」
は
、
町
田
市
の
繁
栄
と
人
び
と
の

平
和
を
願
っ
て
、
「
観
蓮
会
」
と
同
時

（
８
月
１
日
午
前
６
時
〜
７
時
＝　

面
１２

を
ご
覧
下
さ
い
）
に
「
自
由
民
権
の

像
」
の
記
念
鐘
を
響
か
せ
ま
す
。

　

直
接
、
薬
師
池
公
園
へ
お
い
で
下
さ

い
。

□問
 

自
由
民
権
資
料
館
11
７
３
４
・
４
５

０
８ 自

由
民
権
の
鐘
を

撞
い
て
み
ま
せ
ん
か

○
公
演
日　
　

月　

日
（
日
）

１２

１９

○
出
演　

指
揮
＝
荒
谷
俊
治
、
管
弦
楽

＝
町
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽

団
、
ソ
リ
ス
ト
＝
松
原
有
奈
、
西
け
い

子
、
大
間
知
覚
、
鹿
又
透

○
練
習
日　

日
曜
日
の
午
後
ほ
か

○
練
習
会
場　

町
田
市
民
ホ
ー
ル
ほ
か

○
講
師　

合
唱
指
導
＝
山
神
健
志
、

ド
イ
ツ
語
指
導
＝
久
住
庄
一
郎

○
追
加
募
集　

男
声
パ
ー
ト
（
テ
ノ
ー

ル
・
バ
ス
）

○
課
題
曲　

「
第
九
」
の
一
部
（
６
３

１
〜
６
４
６
小
節
目
）

○
参
加
費　

７
５
０
０
円
、
楽
譜
代
別

※
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
日
時
等
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

町
田
市
民
ホ
ー
ル
11
７
２
８
・
４
３

０
０ 合

唱

団

員

追

加

募

集

２
０
０
４
年
の
「
第
九
」

□問 町田市民ホール11７２８・４３００

問い合わせ（11）主　　催入場料催　　し　　物時　間期日

７２７・８３２０マリ・モダンバレエ
スタジオ無　料マリ・モダンバレエ　スタジオ

発表会１５：３０～１８：００１日
（日）

７３５・８６８５町田市音楽協会１，０００円町田市ピアノコンクール
第２次予選会１０：００～２０：００４日

（水）

７２８・４３００町田市民ホール４，０００円鮫島有美子
ソプラノ・リサイタル１８：３０～２０：３０５日

（木）

７９３・３７７６津崎バレエスタジオ無　料第１７回　津崎バレエスタジオ
“サマーコンサート”１７：００～２０：００７日

（土）

７２５・４３７３金田和子
バレエスクール無　料第１９回　金田和子バレエスクール

発表会１８：００～２０：３０８日
（日）

０３・５７４３・１０５５（株）ＭＡＳ
エンターテイメント２，５００円松田悟志 TALK LIVE ２００４①１３：００～１５：００

②１６：００～１８：００
１４日
（土）

７２８・４３００町田市民ホール無　料
（整理券配布中）

日本・ミャンマー合作映画
「血の絆」

①１１：００～１４：３０
②１６：００～１９：３０

１５日
（日）

※ここに掲載した催し物は、一般市民の入場可能な催し物（政治団体、宗教団体等が主催するものを除く）です。 
①定員になり次第入場をお断りします。②内容等は変更する場合があります。③８月の休館日は、２日、１６日です。

サ
タ
デ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
４　
　
 Vol.2

○
種
目　

ダ
ブ
ル
ス

○
部
別　

１
部
＝
男
子　

歳
以
上
の
ペ

４５

ア
▽
２
部
＝
①
女
子　

歳
以
上
の
ペ
ア

４５

②
男
子　

歳
以
上
の
ペ
ア
③
女
子　

歳

５５

４５

以
上
と
男
子　

歳
以
上
の
ペ
ア
（
年
齢

５５

は
大
会
当
日
）

○
費
用　

１
人
１
０
０
０
円
、
連
盟
登

録
者
６
０
０
円

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

荒
谷
俊
治

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

お　

詫　

び

　

本
紙
７
月　

日
号
６
面
「
販
売

１１

し
て
い
ま
す　

生
ご
み
堆
肥
化
容

器
」
の
表
中
、
ミ
ラ
コ
ン
ポ
の
特

徴
の
説
明
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
地
中
型
の
小
型
サ
イ

ズ
で
２
個
セ
ッ
ト
で
す
」
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

□問
 

広
報
広
聴
課
11
７
２
４
・
２
１

０
１



２００４．７．２１ （１１）

備 考（対象等）連　　絡　　先費　　　　用会　　　　場日　　　　　時催　し　名

手ブラでどうぞ。雨天中止大場116０４２－７２８－４５８１無料町田第一小学校校庭７月２４日○土 午前９時３０分受付、１０時開始夏休み親子紙飛行機大会・町田紙飛行機倶樂部

資料贈呈　お困りの方も可宍倉11０９０－６０３６－２８７３（予約）無料町田市民フォーラム７月２４日午後１時３０分～４時３０分一級建築士による失敗しない家造りのための相談会

ボランティアコンサート若林11０４２－７３４－５４５７無料鶴川市民センターホール７月２５日○日 午後１時～４時３０分ハワイアンフラシャンソンオカリナアコーディオン

１２月市民ホール出演杉山116７９５－０３５１　無料なるせ駅前市民センター７月２５日○日 午後６時～９時「愛の翼」ベルカント合唱団公開講座

直接現地においでください梅木窪の会・西池6７２６－７１３９無料都立小山田緑地アサザ池７月２５日、８月２２日、午後１時から梅木窪野外談話室（都立公園内の自然観察会）

初心者・子供連れ歓迎�パレット11０４２－７３７－４５６３３５００円町田市民フォーラム７月２５日、２８日、８月８日、２５日夏のプリザーブドフラワーアレンジ１日体験教室

ＳＤ木曽・えび11７２２－１０１８無料忠生市民センター７月２７日○火 午前９時３０分～１１時３０分高齢・初心者社交ダンスを初歩から正しく

町田中高年者の会11７２６－７８５１無料まちだ中央公民館７月２７日午後１時～５時やさしい俳句会、民謡、唱歌をたのしむ会

９月２日、９日、１４日ぱるる有赤堀11０４２－７２５－５３７８１０００円ぱ・る・るプラザ町田６階７月２７日、８月５日、１０月２４日午後１時社交ダンスパーティー（かおり会）

他の施設でも上映します。町田教職員組合11７２８－７７４１無料町田市民フォーラム７月２８日○水 夏の平和映画会「もも子カエルの歌がきこえるよ」

演奏はおなじみのフレンズ高橋11７９１－３８２２５００円木曽山崎センター７月２９日○木 午後１時３０分～あすかダンスパーティー　生バンドで踊りましょう

２５日午前１０時～正午の間に宇井11７２３－５２５６８００円まちだ中央公民館７月３０日午前１０時～正午料理　ヘルシーなお八つ２品　町田市消費者の会

当日会場にて受付けます龍の会・伊東11７９２－２７８６６００円まちだ中央公民館学習室７月３０日○金 午前１０時～午後０時３０分楽しく石で印づくり絵手紙用の名前印をつくります

９月４日は午後５時～８時雑木林の会・青沼11７３５－０３６４３００円野津田公園ヤマナラシ広場７月３１日○土 午前１０時～午後２時９月４日○土 「チガヤで縄づくり」「鳴く虫を探しての観察会」

なやまずおたずね下さい阿部弘子11０４２－７２２－５８５６３００円本町田市営住宅　集会所内８月１日午後１時３０分から股関節　相談　窓口　　足の会

参加自由のダンス練習会新城11７７０－５０６４（夜間のみ）３００円小山市民センター８月１日、８日、２２日、２９日町田ダンシング・社交ダンス練習会・１３時より

中南米歌と踊り当日二千円中西11０４２－７８８－５２１６１５００円町田市民フォーラムホール８月１日午後４時～★第５回日本ペルー共生協会国際フェスティバル

付添家族のティーサロン有生活クラブ生協11７２７－０２２２５００円町田市民フォーラム調理室８月３日○火 午前１０時～午後１時★『キッズ・キッチン』★対象年齢：年長～小３★

駐車場なし星山11０４２－７２６－４９７３５００円町田市健康福祉会館４階８月３日○火 午後１時～４時納涼ダンスパーティー　（はまなす）

上級リボンあり藤井都美子11０４２－７２９－２６８０７００円町田市健康福祉会館８月５日午後１時～４時３０分Ｏ＆Ｏダイアナ・ダンスパーティー

前もってご連絡ください林凛会・宮田11７２５－１０７６無料町田市立第１中学校体育館８月５日、９月２日午後７時から簡化２４式・剣３２式・太極拳木曜日見学体験会

詳細は電話にて小林11７９７－１５７７無料小山市民センター８月６日○金 午後１時～４時３０分講演、及び俳句大会。講師須佐薫子。秋桜俳句会

初心者歓迎中村11７９３－４５７４無料木曽山崎センター８月７日、１２日午前９時３０分～正午大正琴無料体験教室

当日会場にて受付生涯現役まちだ会11７３２－０８６１６００円玉川学園文化センター８月７日午後１時３０分～４時講演「多摩と新選組」小島資料館館長　小島政孝

監督と田中優さんのお話付黒川116７２３－０９９１各１２００円町田市民フォーラム８月７日、２８日、９月１１日午後２時★★★「教えられなかった戦争」三部作自主上映会

プロ指導者のデモありアカシアサークル11７７３－１７６０５００円堺市民センター８月７日○土 午後７時～９時４０分チャリティーダンスパーティー

前売券は電話にて承りますらん丈を囲む会11７３２－２００４前売１０００円町田市民ホール第４会議室８月８日午後２時～４時頃町田生まれの真打三遊亭らん丈のふるさと町田寄席

自由参加、雨天中止真下11７９７－２１８１無料小山田桜台バス停集合８月８日、９月１２日午前９時４５分から鶴見川源流ウォークと源流泉のひろばの管理作業

初心者高齢者歓迎見学無料平本フサエ11７２３－４３６４１０００円今井会館（本町田）８月１０日、２４日、３１日午後１時３０分からレクダンスや民謡踊りで楽しく体を動かしましょう

電話申し込み・先着順三橋11７２６－４８２２１回１０００円町田市民フォーラム４階８月１１日、２５日、９月８日午後７時「健康運動教室」（腰痛・肩こり等の解消・予防）

講師河原温氏都立大助教授世界史の会・高田11７２５－０３０２５００円町田市民フォーラム第２学習室８月１９日○木 午後１時３０分～４時新しい世界史・中世ヨーロッパの老いと病いの歴史

先着２０名（申込み順）宮井早智子116７９７－３４５９１０００円国際版画美術館　アトリエ８月２１日○土 午後１時～４時「裸婦デッサン会」　参加者募集　市美協

電話申込で計画内容送付さわらび山の会・高杉11０９０－３５３７－６３６０実費丹沢・�葉川本谷の遡行８月２２日○日 午前８時秦野駅集合山の会の熟練者と沢登りを体験しませんか

まちだ語り手の会竹本11７２６－１８２８５００円（こども無料）町田市民フォーラム和室８月２７日○金 午後１時３０分～３時３０分おはなしを楽しむ会（こわ～いおはなし）

杉山116７９５－０３５１３０００円町田市民フォーラムホール８月２９日○日 午後２時から佐藤のりこサマーコンサート・オペラとシャンソン

お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ いお い で 下 さ い �お い で 下 さ い �

【
市
民
の
広
場
と
は
】

　

町
田
市
民
の
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
仲

間
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
催
し
を
紹
介
す
る
「
お
い
で
下

さ
い
」
と
、
会
員
募
集
を
掲
載
す
る

「
仲
間
に
」
の
２
つ
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
。

【
掲
載
で
き
る
活
動
】

　

代
表
者
・
連
絡
先
が
市
内
在
住
者

で
、
市
内
の
公
共
施
設
等
を
利
用
し
て

行
う
活
動
、
も
し
く
は
野
外
で
行
う
ハ

イ
キ
ン
グ
・
自
然
観
察
会
な
ど
。
講
師

が
自
ら
生
徒
を
募
集
し
て
行
う
活
動
、

営
利
を
目
的
と
す
る
活
動
、
政
治
・
宗

教
活
動
、
法
人
等
の
活
動
、
バ
ザ
ー
・

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
物
品
販
売
を

主
と
す
る
活
動
、
個
人
宅
・
宗
教
施
設

・
ホ
テ
ル
等
を
会
場
と
す
る
活
動
、
参

加
費
・
月
会
費
が
上
限
（
３
０
０
０
円

程
度
）
を
超
え
る
活
動
等
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。

◇

　

掲
載
ル
ー
ル
・
申
込
方
法
等
を
記
載

し
た
お
知
ら
せ
と
所
定
の
申
込
用
紙

を
、
広
報
広
聴
課
広
報
係
（
市
役
所
３

階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず
一
度

説
明
を
受
け
た
う
え
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

※
活
動
内
容
の
確
認
や
ト
ラ
ブ
ル
の
解

決
は
、
当
事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す

（
市
は
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
）。
ま
た
、

各
開
催
施
設
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
下
さ
い
。

※
市
民
サ
ー
ク
ル
に
関
し
て
の
情
報
は

施
設
案
内
予
約
シ
ス
テ
ム
（h

ttp
://

w
w
w
.y
o
y
a
k
u
.m
a
c
h
id
a
.

to
k
y
o
.jp

ま
た
は
各
施
設
の
利
用
端

末
等
）
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

□問
 

広
報
広
聴
課
11
７
２
４
・
２
１
０
１

サ
ル
ビ
ア
杯
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６○
日
時　

８
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時

　

分
か
ら
受
付

３０○
会
場　

花
の
山
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
場
（
相
原
町
８
７
０
）

○
競
技　

フ
ィ
ー
ル
ド
１
ラ
ウ
ン
ド

（
Ｇ
Ｒ
、
Ｂ
Ｂ
、
Ｒ
Ｃ
、
Ｃ
Ｐ
の
各
男

女
別
）

○
費
用　

３
５
０
０
円
（
昼
食
付
き
、

当
日
徴
集
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

●
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
日
商
簿
記
２
級
講
習
会
】

　
　

月
検
定
試
験
合
格
を
目
指
し
ま
す

１１
／
対
象
＝
簿
記
３
級
程
度
の
知
識
を
有

す
る
方
／
日
時
＝
９
月
２
日
〜　

月　
１１

１１

日
の
毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
は
除

く
）
午
後
６
時　

分
〜
９
時
／
内
容
＝

３０

基
本
講
義
、
演
習
テ
ス
ト
／
定
員
＝　
３０

人
（
申
し
込
み
順
）
／
費
用
＝
３
万

７
８
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同

会
議
所
へ
。

【
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
ア
ク
セ
ス
基
礎
講

座
）
】

　

日
時
＝
８
月
２
日
、
４
日
、
６
日
、

９
日
、　

日
午
後
６
時　

分
〜
９
時

１１

３０

（
５
日
間　

時
間
半
コ
ー
ス
）
／
費
用

１２

＝
１
万
８
９
０
０
円
／
日
程
、
費
用
等

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
ま
た

同
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/

w
w
w
.m
a
c
h
id
a
－
c
c
i.o
r
.jp
/

）

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
つ
く
し
ん
ぼ
・
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
講
座

　

期
間
＝
８
月
１
日
〜
９
月
５
日
／
会

場
＝
国
士
舘
大
学
鶴
川
キ
ャ
ン
パ
ス
、

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
つ
く
し
ん
ぼ
／
費
用
＝

６
万
円
＋
４
７
２
５
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）
／
申
し
込
み
＝
７
月　

日
ま
で
に

３１

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
11
７
３
４
・
０

２
５
５
）
へ
。

●
自
衛
官
採
用
案
内

　

種
別
・
対
象
＝
①
一
般
曹
候
補
学
生

…　

歳
以
上　

歳
未
満
②
曹
候
補
士
…

１８

２４

　

歳
以
上　

歳
未
満
③
航
空
学
生
…　

１８

２７

１８

歳
以
上　

歳
未
満
④
２
等
陸
・
海
・
空

２１

士
…　

歳
以
上　

歳
未
満
／
受
付
期
間

１８

２７

＝
①
〜
③
…
８
月
２
日
〜
９
月
８
日
④

…
年
間
を
通
じ
て
受
付
／
□問
 

自
衛
隊
町

田
募
集
案
内
所
11
７
２
３
・
１
１
８
６

●
町
田
消
防
署
・
甲
種
防
火
管
理
者
資

格
取
得
講
習
会

　

対
象
＝
市
内
の
防
火
対
象
物
及
び
事

業
所
に
勤
務
す
る
方
、
防
火
管
理
者
に

な
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
市
民
の
方

／
日
時
＝
９
月
７
日
、
８
日
午
前
９
時

　

分
〜
午
後
５
時
／
会
場
＝
セ
ン
ト
ラ

３０ル
警
備
保
障
研
修
セ
ン
タ
ー
（
旭
町
）

／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／
費

７０

用
＝
４
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
／

申
し
込
み
＝
写
真
（
縦
３
㎝
×
横
２

・
４
㎝
）
を
お
持
ち
に
な
り
直
接
町
田

消
防
署
ま
た
は
各
出
張
所
へ
／
□問
 

町
田

消
防
署
11
７
２
２
・
０
１
１
９
内
線
５

２
０

●
い
づ
み
の
里
「
踊
ろ
う
�
騒
ご
う
�

夏
祭
り
�
〜
な
つ
か
し
き
昭
和
〜
に
っ

ぽ
ん
の
夏
」

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
２
時
〜
５
時

２５

／
会
場
＝
い
づ
み
の
里
（
原
町
田
）
／

屋
台
、
和
太
鼓
、
盆
踊
り
ほ
か
／
□問
 

い

づ
み
の
里
11
７
２
６
・
０
７
５
３

●
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の

お
知
ら
せ

【
明
る
い
老
後
を
考
え
る
会
・
バ
ザ
ー

へ
の
物
品
提
供
に
ご
協
力
を
】

　

雑
貨
・
衣
類
（
新
品
）
を
ご
提
供
下

さ
い
。
取
り
に
も
伺
い
ま
す
／
受
付
＝

７
月　

日
〜　

日
の
午
前　

時
〜
午
後

２９

３０

１０

４
時
に
せ
り
が
や
会
館
へ
／
□問
 

同
会
11

７
２
１
・
２
０
８
５　

【
ま
ち
だ
地
域
国
際
交
流
協
会
・
日
本

語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
】

　

日
時
＝
９
月
４
日
か
ら
毎
週
土
曜
日

（
全　

回
）
午
後
１
時
〜
３
時
／
会
場

１２

＝
町
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン
／
定
員

＝　

人
（
申
し
込
み
順
）
／
費
用
＝

２０
６
０
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
８
月　

日
１５

ま
で
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
町
田

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
〒　

－

０

１９４

０
１
３
、
原
町
田
４－

９－

８
、
11
０

４
４
・
９
８
９
・
１
５
７
６
、
6
７
２

５
・
１
２
８
４
）
へ
。

●
平
成　

年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

１６

等
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

合
格
者
に
は
高
等
学
校
の
入
学
資
格

が
与
え
ら
れ
ま
す
／
対
象
＝
本
人
の
病

気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、

保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
さ

せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た

方
な
ど
／
期
日
＝　

月
１
日
／
会
場
＝

１１

東
京
都
就
学
相
談
室
（
渋
谷
区
）
／
試

験
科
目
＝
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
、
英
語
／
願
書
受
付
期
間
＝
８
月
２

日
〜
９
月
３
日
／
受
験
案
内
等
配
布
場

所
＝
東
京
都
教
育
庁
学
務
部
義
務
教
育

心
身
障
害
教
育
課
（
新
宿
区
西
新
宿
２

－

８－

１
、
都
庁
第
二
本
庁
舎　

階
、

２８

11　

・
５
３
２
０
・
６
７
５
２
）

０３
●
検
察
審
査
会
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
…

　

検
察
審
査
会
と
は
、
検
察
官
が
被
疑

者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不

起
訴
処
分
）
の
可
否
を
審
査
す
る
と
こ

ろ
で
、
有
権
者
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た　

人
の
検
察
審
査
員
に
よ
っ
て
組

１１

織
さ
れ
ま
す
。
審
査
の
結
果
、
更
に
詳

し
く
捜
査
す
べ
き
で
あ
る
（
不
起
訴
不

当
）
と
か
、
起
訴
す
べ
き
で
あ
る
（
起

訴
相
当
）
と
い
う
議
決
が
あ
っ
た
場
合

に
は
検
察
官
は
こ
の
議
決
を
参
考
に
し

て
事
件
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
検
察
審
査
会
は
、
刑
事
司
法
に
国

民
の
健
全
な
良
識
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
数
多
く
の
方

に
検
察
審
査
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

□問
 

八
王
子
検
察
審
査
会
事
務
局
11
０
４

２
６
・　

・
５
１
９
５

４２



（１２） ２００４．７．２１

　

早
朝
に
咲
く
「
大
賀
ハ
ス
」
の
優
雅

な
花
を
観
賞
す
る
観
蓮
会
を
行
い
ま

す
。
ハ
ス
の
葉
に
注
い
だ
酒
を
茎
を
通

し
て
飲
む
「
荷
葉
酒
」
（
か
よ
う
し

ゅ
）
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

○
日
時　

８
月
１
日
（
日
）
午
前
６
時

〜
７
時
（
小
雨
実
施
）

○
会
場　

薬
師
池
公
園
「
薬
医
門
前
」

※
大
賀
藕
絲
館
、
美
術
工
芸
館
、
酒
販

組
合
等
が
出
店
し
ま
す
。

□問
 

公
園
緑
地
課
11
７
９
３
・
７
６
１
１

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院　（木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：成瀬熊ヶ谷戸公園、町田荘
２時　　：下三輪妙福寺、三輪第一住宅前、小

山市民センター横
３時１０分：鶴川イトーピア、田端広場
３時２０分：鶴川区画整理事務所前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○介護に関する相談（１０時～３時　社会福祉協議会　電話
相談も受け付け＝11７２２・４２６５）

７／

２１
水

☆国際版画美術館市民展示室（～２５日　島万
里個展　○問 島11７９１・２５６２）

☆市民ホールギャラリー（～２５日　寺沢良雄
油絵展～小田急沿線・町田～　○問 寺沢11 
７２３・０２３２）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
　　　（下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：野津田袋公園、都営町田中里橋アパ

ート内公園
２時３０分：諏訪神社
３時１０分：小野路公会堂、かしのみ公園
３時３０分：大戸のびっこクラブ

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○行政手続相談〈相続、許認可申請など暮らしに必要な書
類作成について〉（１時３０分～４時　市民相談室　電話
予約制＝11７２４・２１０２）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け＝11 
７２５・５４１９）

２２
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
　　　　　（中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：木曽観音堂、藤和すずかけ台ハイタ

ウン、マイライフ尾根道
２時　　：小川せんげん公園、町田リス園駐車

場、宝泉寺駐車場
３時１０分：南成瀬中央公園、薬師ヶ丘住宅、小

山小前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

２３
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院　（木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）２４

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）△

内科系　鶴川サナトリウム病院
　　　　　　　　　　　　（11０４２・７３５・２２２２）
　

△

外科系　町田病院　　（11０４２・７８９・０５０２）
　　　　　　おか脳神経外科
　　　　　　　　　　　　（11０４２・７９８・７３３７）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）

★当番医（午前９時～午後５時）△

中沢医院○内 　（つくし野３－１３－４０　11７９５・５４１５）△

名越クリニック○内 
　　　　　　　　（原町田４－７－１４　11７２９・６５５６）△

玉川胃腸科クリニック○内 
　　　　　　　（玉川学園７－５－６　11７２５・８２０７）△

鶴川サナトリウム病院○内 
　　　　　　　　　　（真光寺町１９７　11７３５・２２２２）△

小原内科医院○内 ○小 　　（木曽町５０６　11７２２・８１０７）

２５
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
　　　（下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
３時１０分：朝日公園

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

２６
月

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」
企画市民展示室（～８月８日　小川洸「ふ
たりの旅から」　○問 町田市フォトサロン
「秋山庄太郎美術館」 11７３６・８２８１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院　（小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）
□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：藤の台バスターミナル横、東玉川学

園１丁目児童公園
２時　　：成瀬台公園、柄沢公園
３時１０分：美岳公園、成瀬会館、矢部八幡

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○少年相談〈子どもの非行・いじめなどについて〉（９時
～４時　市民相談室　事前に八王子少年センターへ電話
で予約＝11０４２６・４２・１６７７）
○不動産相談〈不動産取引全般について〉（１時３０分～４
時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

２７
火

☆国際版画美術館市民展示室（～８月１日　
俊子・巌展　○問 吉田11７３５・３６１６／～
８月１日　あやの会水彩画展　○問 井上11 
７２１・７９５１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公社
住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田市民病院
　　　　（旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）

□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：三輪中央公園、福音会
２時　　：南町田ハイタウン前、都営山崎町ア

パ－ト、武蔵岡住宅
３時１０分：南つくし野小横、真光寺会館
３時３０分：大戸観音堂

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）２８

水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“藤の台・木曽線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　つくし野外科胃腸科
　　（つくし野３－４－８　11０４２・７９５・５８２１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
２時　　：南町田スカイハイツ前、市立博物館

前、常盤団地
３時１０分：鶴間公園、ゆうき山公園、馬場児童

公園前

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○母性保健・母乳育児相談（２２日を参照して下さい）

２９
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
　　　　　（中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

３０
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“バスセンター・境川公社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田市民病院
　　　　（旭町２－１５－４１　11０４２・７２２・２２３０）３１

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“市役所・森野線”

当番医や催しを電話でご案内�

テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�テレホンガイド町田市�
0120・042786��

フリーダイヤル�
７：００ＡＭ～１１：００ＰＭ�
年中 無 休 �

ＮＴＴのオペレーターがお答えします�

マナーを守って�

ペットを飼いましょう�

救急当番医などのお問い合わせ�

医師会テレホンサービス1７３９・０６６０�

http://www.machida.tokyo.med.or.jp

医　師　会　ホ　ー　ム　ペ　ー　ジ�

月・火・木・金曜日：午前９時３０分～午後４時�
水曜日：午後１時～８時（第三水曜日は除く）�

電話による女性悩みごと相談�
（家庭・人間関係・女性への暴力）

 □男女平等推進センター1７２３・２９０８�問� �

法律相談有り＝要予約�1７２１－４８４２� 法律相談は電話予約制です�

市民相談室1724-2102

金曜日の午前８時３０分から�
�次週分の予約を受け付けます。�

�

毎日実施しています�

1710・0927

診療時間＝午後７時～１０時（受付は午後９時３０分まで）�

※受診する場合は必ず電話でご連絡下さい�
午後６時から電話をお受けしています�

□健康課1725・5471問�

町田市準夜急患こどもクリニック�

二次救急医療（入院を必要とする救急医�
療）に毎日２４時間対応します。※受診す�
る場合は必ず電話でご連絡下さい�
【内科系・外科系】�
　　・多摩丘陵病院　　　　７９７・１５１１�
　　・町谷原病院　　　　　７９５・１６６８�
【内科系のみ】�
　　・町田病院　　　　　　７８９・０５０２�
【外科系のみ】�
　　・おか脳神経外科　　　７９８・７３３７�
【内科系・外科系・小児科】�
　　・町田市民病院　　　　７２２・２２３０�

電話・来所による児童相談�

子ども家庭支援センター�

月～金曜日、８時３０分～５時�

1７１０・１５２５�1７１０・１５２５�
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今月の納期は8月2日です�
固 定 資 産 税�
都 市 計 画 税�
国民健康保険税�

＜２期＞�
＜１期＞�

移動図書館車「そよかぜ号」は７月３０日～８
月５日まで、車検・点検等のためお休みし
ます。○問 さるびあ図書館11７２２・３７６８


